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１．道路の機能

（１）人・地域をつなぐ

道路は、人や地域を相互につなぎ、人・モノ・情報の移動を支援します。
通勤、通学、買い物等の日常生活の移動や、レジャーや観光など広域的な人の

移動を支えます。また、食料品や日用品などの生活物資、農林水産品や工業製品
などのモノの輸送を支えます。さらに、道路に敷設された光ファイバー等は多量
の情報を運びます。
災害時においては、救急救命、救援物資の運搬を支える、人々の命とくらしを

守る生命線としての役割も担っています。コロナ禍では、人の移動は激減しまし
たが、国民のステイホームを支えたのはモノと情報の流れでした。
これら人・モノ・情報の移動により、地域・まちがつながって、国民生活や経

済活動が営まれます。
平時・災害時を問わず安定した人・モノ・情報の移動を確保するために、近年

の技術革新も踏まえ、道路の更なる機能向上が求められています。

（２）地域・まちを創る

道路は、地域・まちの骨格をつくり、環境・景観を形成し、日々の暮らしや経
済活動等を支える環境を創出します。
地域・まちの中の人・モノの流れを整流化し、人々が滞在し交流する賑わいの

場や電気・ガス・水道・光ファイバー等のライフラインの収容場所としても活用
されます。また、災害時においては、避難場所等としての役割も担います。
かつて道路は人々のコミュニケーションを育む場でしたが、モータリゼーショ

ンの進展によりその機能が失われつつあります。空間の利活用のニーズも変化し
てきており、より一層魅力的な地域・まちを創造するため、地域の創意工夫で道
路を柔軟に利活用することが求められています。

○ 旅客輸送（人）の自動車分担率 １： 約７７％
（うち１００ｋｍ未満の国内旅客輸送（人）の自動車分担率 約９６％）

○ 貨物輸送（トン）の自動車分担率２： 約８６％
（うち１００ｋｍ以下の貨物輸送（トン）における自動車分担率： 約９５％）

○ 品目別のトラック輸送分担率 ２：
野菜・果物約９６％ 水産品約９９％ 衣服・身の回り品 約９９％

○ コロナ禍における高速道路の交通状況 ３：
小型車は最大８割減、大型車は最大２割減 （2020年の１度目の緊急事態宣言下の対前年比）

○ ほこみち（歩行者利便増進道路）指定状況 ４：
全国57都市、139か所（R6年3月末時点）

Ⅰ はじめに ～道路の機能と目指すべき社会像～

［出典］ １：国土交通省「第6回全国幹線旅客純流動調査」2015年
２：国土交通省「第11回全国貨物純流動調査」2021年
３、４：国土交通省道路局調べ
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（４）持続可能で賑わいのある地域・まちを創出する社会
今後、都市・中山間地域問わず人口が減少していく中で、高齢者、子供、障が

い者を含む全ての人の生活・生業が持続可能で、かつ人々が誇りを持って暮らせ
る地域・まちを創出する必要があります。環状道路等の幹線道路ネットワークの
進展により生まれる都市内の空間のゆとりを有効に活用することで、地域がそれ
ぞれの工夫により、安全・安心で良好な環境や景観等を備えた、持続可能で賑わ
いのある地域・まちを創出する社会を目指します。

（２）人・モノ・情報が行き交うことで活力を生み出す社会

（１）災害脆弱性とインフラ老朽化を克服した安全・安心な社会
自然災害は、国や地域の成長軌道を一瞬にして破壊する力を持ち、日本が持続

的な成長を目指す上での最大の課題であると言っても過言ではありません。
近年の災害の激甚化・頻発化を踏まえて、災害時に「被災する道路」から「救

援する強靱道路」として強靱で信頼性の高い国土幹線道路ネットワークを構築す
るとともに、急速に進展するインフラ老朽化を克服し、良好なインフラを次世代
につなぐことで、誰もが安全に安心して暮らせる社会を目指します。

社会の持続可能性を高めるためには、生産性の向上による経済成長が必要不可
欠です。経済成長を支える人・モノ・情報の移動を安全で円滑に行うことが出来
るよう、高規格道路をはじめとする国土幹線道路ネットワークや拠点の構築、物
流を支えるための環境整備を行い、ハード・ソフトの両面から道路の機能を進化
させ、人・モノ・情報が国土全体を行き交う活力あふれる社会を目指します。

（３）時代の潮流に適応したスマートな社会

カーボンニュートラルの実現に向けた動き、デジタル化やデータ活用の急速な
進展、働き方改革実現に向けた取組など、世界全体の経済構造や競争環境がダイ
ナミックに変化しつつあります。日本の総排出量の約16%を占める道路分野におい
て、質の高い道路インフラとサービスの提供、渋滞などの課題解決や効率的に自
動車を走行させる工夫、道路交通のグリーン化支援など、脱炭素社会に貢献する
ことを目指します。また、自動運転の普及・促進に向けた支援や革新的な技術を
活用した次世代のITS、デジタル化による道路管理や行政手続きの省力化・効率化
を推進し、新たな価値を創造するスマートな社会の実現を目指します。

道路が持つ“人・地域をつなぐ”ネットワークとしての機能と“地域・まちを創
る”空間としての機能を最大限活かし、国民のくらしや経済をしっかりと支えてい
く必要があります。他の交通手段とも連携しつつ、世界一安全（Safe）、スマート
（Smart）、持続可能（Sustainable）な道路交通システムを構築し、以下の社会の実
現を目指します。

２．目指すべき社会像

※上記のほか、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」（令和５年１２月２６日閣議決定）、「経済財政運営と改革の基本方針2024」（令和６
年６月２１日閣議決定）、「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2024年改訂版」（令和６年６月２１日閣議決定）、「国土形成計
画（全国計画）」 （令和５年７月２８日閣議決定） 、「国土強靱化基本計画」（令和５年７月２８日閣議決定）等をふまえ、道路施策を推進
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中
心

の
空

間
づ

く
り

や
多

様
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
と

の
連

携
な

ど
M

a
a
S
や

自
動

運
転

に
も

対
応

し
た

未
来

空
間

を
創

出

〔
2
0
2
4
年

度
新

東
名

高
速

道
路

、
2
0
2
5
年

度
以

降
東

北
自

動
車

道
等

で
取

組
開

始
、

将
来

的
に

全
国

へ
展

開
〕

三
陸

沿
岸

道
路

（
岩

手
県

山
田

町
）

バ
ス

タ
の

整
備

イ
メ

ー
ジ

（
品

川
駅

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
）

車
両

と
道

路
が

協
調

し
た

自
動

運
転

高
速

道
路

料
金

割
引

の
見

直
し

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
導

入
の

促
進

出
典

：
C
a
rg

o
 S

o
u
s 

T
e
rr

a
in

社
H

P

ス
イ

ス
で

検
討

中
の

地
下

物
流

シ
ス

テ
ム

の
イ

メ
ー

ジ
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１
月
１
日

２
日

４
日

８
日

１
２
日

１
４
日

１
５
日

１
９
日

２
３
日

○
1
6
:1
0
地
震
発
生

○
1
:1
5
津
波
警
報
解
除

○
幹
線
道
路
の
緊
急
復
旧
に
着
手
。
陸
・
海
・
空
か
ら

く
し
の
歯
状
の
緊
急
復
旧
を
実
施

○
七
尾
市
か
ら
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
能
登
町
の
各
役
場

ま
で
普
通
車
の
通
行
を
確
保

○
各
役
場
ま
で
大
型
車
の
通
行
を
確
保

○
主
要
な
幹
線
道
路
の
約
8
割
で
緊
急
復
旧
が
完
了

○
道
路
復
旧
見
え
る
化
マ
ッ
プ
を
公
開

○
自
衛
隊
の
協
力
を
得
て
人
員
・
資
機
材
を
陸
揚
げ

○
主
要
な
幹
線
道
路
の
約
9
割
で
緊
急
復
旧
が
完
了

○
孤
立
集
落
が
実
質
的
に
解
消

○
国
が
石
川
県
に
代
わ
り
本
格
的
な
災
害
復
旧
を
代
行

す
る
こ
と
（
権
限
代
行
）
を
決
定

大
規
模
自
然
災
害
（
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
）
か
ら
の
復
旧
・
復
興

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
復
旧
対
応
等

輪
島
市

珠
洲
市

能
登
町

志
賀
町

七
尾
市

穴
水
町

令
和

6年
7月

1
8日

(木
)時

点

凡
例
：
国
交
省
対
応

：
県
対
応
（
こ
の
他
で
も
作
業
を
実
施
）

：
自
衛
隊
対
応

：
自
動
車
専
用
道
路

：
権
限
代
行
区
間

：
被
災
規
模
大

：
被
災
規
模
大

（
緊
急
車
両
等
の
通
行
を
確
保
済
）

み
い

の
と
三
井

IC
さ
と
や
ま
く
う
こ
う

の
と
里
山
空
港

IC

こ
し

は
ら

越
の
原

IC

あ
な
み
ず

穴
水

IC

よ
こ
た

横
田

IC

と
く
だ
お
お
つ

徳
田
大
津

IC

自
衛
隊
上
陸

７
月
１
７
日
（
水
）
か
ら

対
面
通
行
確
保

越
の
原
IC
～
穴
水
IC
間
の

能
登
大
橋
付
近
は
９
月
末

ま
で
に
対
面
通
行
確
保

の
と

お
お
は
し

能
登
大
橋

と
く
だ
お
お
つ

徳
田
大
津

JC
T

能
越
自
動
車
道

・
の
と
里
山
海
道

国 管 理 県 管 理 （ の と 里 山 海 道 と 重 複 ）

能 越 自 動 車 道

国
道

24
9号
千
枚
田
工
区

［
道
路
復
旧
］

［
権
限
代
行
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
］

○
石
川
県
知
事
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、

能
登
半
島
の
復
旧
・
復
興
の
基
幹
と

な
る
能
越
自
動
車
道
、
国
道
２
４
９

号
沿
岸
部
の
石
川
県
管
理
区
間
に
つ

い
て
、
本
格
的
な
災
害
復
旧
を
代
行

［
道
の
駅
］

［
交
通
状
況
の
把
握
］

［
水
道
・
電
力
・
通
信
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
復
旧
と
の
連
携
］

○
被
災
地
域
の
水
道
、
電
力
、
通
信
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復

旧
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
道
路
の
緊
急
復
旧
箇
所
の
調
整
な
ど
を

行
い
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
加
速
化
に
寄
与

○
被
災
地
の
交
通
状
況
の
把
握
の
た
め
、

E
T
C
2
.0
可
搬
型
路
側
機
、
可
搬
型
ト
ラ
カ

ン
、
A
Ｉ
w
e
b
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
交
通
量
等

の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
Ｈ
Ｐ
等
で
道
路
の
被

災
状
況
や
通
行
可
否
、
所
要
時
間
等
を
提
供

○
「
防
災
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る

「
の
と
里
山
空
港
」
は
、
支
援
物
資
の
集

配
拠
点
等
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
広

域
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

支
援
物
資
の
運
搬

海
岸
隆
起
を
活
用
し
緊
急
車
両
・
地
元
車
両
の

通
行
を
確
保
（
国
道
2
4
9
号
千
枚
田
工
区
）

道
路
復
旧
見
え
る
化
マ
ッ
プ

○
事
前
に
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
地
元
建
設
業
者
な
ど
民
間

企
業
と
連
携
し
緊
急
復
旧
、
資
機
材
の
調
達
・
搬
送
、
緊
急
支

援
物
資
の
運
搬
な
ど
機
動
的
に
対
応

○
国
と
地
方
公
共
団
体
で
構
成
す
る
連
絡
調
整
会
議
を
設
置
し
、

県
市
町
が
管
理
す
る
道
路
の
状
況
に
つ
い
て
共
有
を
図
り
、
本

格
復
旧
・
復
興
を
支
援

［
地
方
公
共
団
体
・
民
間
と
の
連
携
］

わ
じ
ま

す
ず

さ
と
や
ま

あ
な
み
ず

な
な
お

の
と 防
災
道
の
駅

「
の
と
里
山
空
港
」

し
か

の う え つ
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組

○
国
土
幹
線
道
路
部
会
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
緊
急
提
言
に
基
づ
き
防
災
機
能
強

化
の
取
組
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
盛
土
の
緊
急
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
技
術
基
準
や
制
度
等
の
充
実
・
整
備
を
行
う
。

○
緊
急
輸
送
道
路
を
対
象
に
、
高
盛
土
（
概
ね
1
0
m
以
上
）

及
び
集
水
地
形
箇
所
の
点
検
を
実
施
し
対
策
を
実
施

○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
地
震
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、

道
路
構
造
物
の
技
術
基
準
の
充
実
・
整
備
を
促
進

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
緊
急
提
言

盛
土
点
検

災
害
に
脆
弱
な
国
土
を
有
す
る
我
が
国
で
は
、
今
回
の
災
害
は
、
今
後
、
全
国
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

■
地
域
安
全
保
障
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
確
立

○
耐
震
性
や
復
旧
性
を
備
え
災
害
時
に
機
能
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
機
動
性
と
持
続
可
能
性
を
備
え
た
管
理
体
制

■
拠
点
機
能
の
強
化

○
防
災
拠
点
と
し
て
の

「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化

○
災
害
時
に
お
け
る
交
通
結
節

機
能
の
強
化

■
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化

○
ド
ロ
ー
ン
活
用
な
ど
地
形
に
合
わ
せ
た

機
動
的
な
情
報
収
集
体
制
の
構
築

○
交
通
情
報
と
地
理
空
間
情
報
と
の
デ
ー
タ

連
携
と
オ
ー
プ
ン
化
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化

■
災
害
に
備
え
た
体
制
の
強
化

○
建
設
業
者
等
の
民
間
企
業
と
の
連
携

○
代
替
手
段
も
備
え
た
総
合
的
な
防
災
力
の
強
化

■
地
域
の
新
た
な
価
値
の
創
出
に
つ
な
げ
る
道
路
空
間
の
活
用

○
半
島
地
域
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
す
道
路
空
間
の
活
用

○
能
登
半
島
地
域
の
効
果
的
な
復
旧
・
復
興

■
そ
の
他
○
多
様
な
価
値
に
対
応
し
た
評
価
○
負
担
の
あ
り
方
○
震
災
伝
承
人
材
育
成
○
新
広
域
道
路
交
通
計
画
の
更
新

▲
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ナ
の
活
用
推
進

▲
道
路
復
旧
見
え
る
化
マ
ッ
プ

▲
国
道
2
4
9
号
大
谷
ト
ン
ネ
ル

▲
の
と
里
山
海
道
（
徳
田
大
津
ＩＣ
付
近
）

▲
2
4
時
間
体
制
で
の
道
路
啓
開
作
業

そ
の
他
制
度
等
の
整
備

○
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ナ
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、

設
置
や
運
用
に
関
す
る
制
度
・
体
制
を
整
備

提 言 内 容教 訓

○
災
害
時
に
お
け
る
直
轄
管
理
以
外
の
「
道
の
駅
」
の
国

に
よ
る
迅
速
な
活
用
や
占
用
等
に
お
け
る
運
用
基
準
の

柔
軟
化
な
ど
更
な
る
機
能
向
上

道
路
技
術
小
委
員
会
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Ⅱ
要

求
概

要
１

要
求

総
括

表

注
１

．
直

轄
事

業
の

国
費

に
は

、
地

方
公

共
団

体
の

直
轄

事
業

負
担

金
（
3
,5

0
1
億

円
）
を

含
む

。
注

２
．

四
捨

五
入

の
関

係
で

、
表

中
の

計
数

の
和

が
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

（
単

位
：
億

円
）

事
 業

 費
対

前
年

度
比

国
　

　
費

対
前

年
度

比

1
9
,0

13
1
.1

9
1
9
,0

1
3

1
.1

9

1
2
,3

29
1
.1

9
1
2
,3

2
9

1
.1

9

5
,5

41
1
.2

3
5
,5

4
1

1
.2

3

1
,1

44
1
.0

4
1
,1

4
4

1
.0

4

1
0
,4

97
1
.1

9
6
,0

9
3

1
.1

9

5
,4

67
1
.1

7
3
,0

1
6

1
.1

7

4
,8

30
1
.2

3
2
,7

8
0

1
.2

3

2
00

1
.0

2
1
3
3

1
.0

2

－
－

1
6
3

1
.3

0

2
6
,5

44
0
.9

3
1
5
1

1
.2

6

5
6
,0

55
1
.0

5
2
5
,2

5
8

1
.1

9

事
項

直
轄

事
業

改
築

そ
の

他

維
持

修
繕

諸
費

等

合
計

補
助

事
業

高
規

格
道

路
、

IC
等

ア
ク

セ
ス

道
路

そ
の

他

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

事
業

除
雪

補
助

率
差

額

有
料

道
路

事
業

等

※
上

記
の

他
に

、
防

災
・
安

全
交

付
金

（
国

費
1
兆

4
05

億
円

[対
前

年
度

比
1
.2

0
])

、
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

（
国

費
6
,0

8
9
億

円
[対

前
年

度
比

1.
2
0
]）

が
あ

り
、

地
方

の
要

望
に

応
じ

て
道

路
整

備
に

充
て

る

こ
と

が
で

き
る

。

※
上

記
の

他
に

、
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
旧

・
復

興
対

策
事

業
と

し
て

、
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

（
国

費
2
6
2
億

円
［
対

前
年

度
比

1
.6

2
］
）
が

あ
り

、
地

方
の

要
望

に
応

じ
て

道
路

整
備

に
充

て
る

こ
と

が

で
き

る
。

※
上

記
の

他
に

、
行

政
部

費
（
国

費
9
億

円
）
及

び
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

分
（
国

費
1
5
億

円
）
が

あ
る

。

※
な

お
、

「
防

災
・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策
（
令

和
２

年
1
2
月

1
1日

閣
議

決
定

）
」
、

「
近

年
の

資
材

価
格

の
高

騰
の

影
響

等
を

考
慮

し
た

公
共

事
業

等
の

実
施

に
必

要
な

経
費

」
、

「
高

速
道

路
の

料
金

割
引

に
必

要
な

経
費

」
に

つ
い

て
は

、
事

項
要

求
を

行
い

、
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
検

討
す

る
。
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○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
地

域
・

拠
点

の
連

携
確

保

個
性

あ
る

地
域

や
コ

ン
パ

ク
ト

な
拠

点
を

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
つ

な
ぎ

、
距

離
の

制
約

を
克

服
し

、
国

全
体

の
連

結
を

強

化
す

る
た

め
、

シ
ー

ム
レ

ス
な

高
規

格
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

を
整

備
。

特
に

、
計

画
的

な
整

備
の

た
め

事
業

進
捗

を
図

る
必

要
の
あ
る
事
業
を
強
力

に
推
進

。

要
望

額
：

2
,6

2
4
億

円

２
重

要
政

策
推

進
枠

に
つ

い
て

「
令

和
７

年
度

予
算

の
概

算
要

求
に

当
た

っ
て

の
基

本
的

な
方

針
に

つ
い

て
」

（
令

和
６

年
７

月
2
9
日

閣
議

了
解

）
に

従
い

、

「
経

済
財

政
運
営

と
改
革

の
基

本
方

針
2
0
2
4
」
及

び
「

新
し

い
資

本
主

義
の

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

及
び

実
行

計
画

2
0
2
4
年

改
訂

版
」

（
令

和
６

年
６

月
2
1
日
閣

議
決

定
）
等

を
踏

ま
え

た
重

要
な

政
策

に
つ

い
て

、
「

重
要

政
策

推
進

枠
」

と
し

て
以

下
を

要
望

し
ま

す
。

○
道
路
の
老
朽
化
対

策
の
更
な
る

推
進

予
防
保

全
へ

の
転

換
に
向

け
た

、
橋

梁
、

ト
ン

ネ
ル
、

舗
装

等
の

点
検
、

診
断

、
措

置
、

記
録

を
A
I
・

I
C
T
を

活
用

し
つ

つ
着

実
に
実
施

。
特
に

、
こ

れ
ま
で

の
点

検
結

果
に

基
づ

く
橋

梁
、

ト
ン

ネ
ル
、

舗
装

等
の

計
画

的
な

修
繕

を
強

力
に

推
進

。

要
望

額
：

9
6
3
億

円

○
効
率
的
な
物
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強

化

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や

物
流

危
機

の
解

決
に

資
す

る
迅

速
か

つ
円

滑
な

物
流
の

実
現

等
の

た
め
、

三
大

都
市

圏
環

状
道

路

等
を
中
心
と

す
る
根
幹

的
な
道

路
網

を
重

点
的

に
整

備
。

特
に
、

計
画

的
な

整
備

の
た

め
事

業
進

捗
を

図
る

必
要

の
あ

る
事

業
を

強
力
に
推
進

。

要
望

額
：

2
,5

3
7
億

円

３
防

災
・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策

近
年

の
激

甚
化

・
頻

発
化

す
る

災
害

や
急

速
に

進
む

施
設

の
老

朽
化

等
に

対
応

す
る

べ
く

、
災

害
に

強
い

国
土

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
を

構
築

す
る

た
め

、
令

和
３

年
４

月
に

各
都

道
府

県
に

お
け

る
５

か
年

の
具

体
的

な
事

業
進

捗
見

込
み

等
を

示
し

た

「
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

に
向

け
た

道
路

の
５

か
年

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
着

実
に

推
進

し
、

高
規

格
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
整

備
や

老
朽

化
対

策
等

の
抜

本
的

な
対

策
を

含
め

て
、

防
災

・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

取
組

の
加

速
化

・
深

化
を

図
り

ま
す

。

ま
た

、
施

策
の

実
施

状
況

の
評

価
な

ど
「

国
土

強
靱

化
実

施
中

期
計

画
」

に
向

け
た

検
討

を
最

大
限

加
速

化
し

、
2
0
2
4
年

度
の

早

期
に
策

定
に
取
り
掛
か

り
ま
す

。
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上
記

の
ほ
か
、
現
在
実
施
し
て
い
る

E
T
C
2
.
0を

利
用

す
る

自
動

車
運

送
事
業

者
に

対
す

る
大

口
・

多
頻
度
割
引
の
最
大
割
引
率

の
拡
充
措
置
（
4
0
％

→
5
0
％

）
の

効
果

を
検
証
し
つ
つ
、
措
置
の
必
要
性

等
に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

６
道

路
シ

ス
テ

ム
の

D
X
の

推
進

道
路

を
安

全
に

賢
く

使
い

、
持

続
可

能
な

も
の

と
す

る
た

め
、

新
技

術
の

導
入

や
デ

ー
タ

の
利

活
用

等
に

よ
り

道
路

の
調

査
・

工
事

・
維

持
管

理
等

の
高

度
化

・
効

率
化

を
図

る
ほ

か
、

特
殊

車
両

通
行

手
続

き
等

の
行

政
手

続
き

の
デ

ジ
タ

ル
化

、
自

動
運

転

の
普
及

・
促
進
に
向
け

た
道
路
側
か

ら
の

支
援

を
行

う
等
、

道
路

シ
ス

テ
ム

の
D
X
の

取
組
「

x
R
O
A
D
」

を
加

速
し

ま
す

。

５
2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

へ
の

貢
献

2
0
3
0
年

温
室

効
果

ガ
ス

2
0
1
3
年

比
4
6
％

削
減

、
2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

向
け

て
、

「
道

路
に

お
け

る
カ

ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

推
進

戦
略

（
令

和
６

年
内

策
定

予
定

）
」

の
４

つ
の

基
本

方
針

で
あ

る
、

道
路

交
通

の
グ

リ
ー

ン
化

を
支

え

る
道

路
空

間
、

低
炭

素
な

人
流

・
物

流
へ

の
転

換
、

道
路

交
通

の
最

適
化

、
道

路
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
全

体
の

低
炭

素
化

の
取

組

を
推
進

し
ま
す

。

７
通

学
路

等
の

交
通

安
全

対
策

の
推

進

令
和

３
年

６
月

2
8
日

に
発

生
し

た
千

葉
県

八
街

市
で

の
交

通
事

故
を

受
け

、
関

係
機

関
等

と
の

連
携

の
も

と
実

施
し

た
通

学
路

に
お

け
る

合
同

点
検

の
結

果
を

踏
ま

え
、

道
路

管
理

者
の

対
策

必
要

箇
所

に
お

い
て

、
個

別
補

助
制

度
等

を
活

用
し

、
残

る
歩

道

整
備

等
の

通
学

路
の

交
通

安
全

対
策

を
引

き
続

き
早

急
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
通

学
路

等
に

着
目

し
た

各
種

デ
ー

タ
分

析
に

基

づ
く

「
ゾ
ー
ン
３
０
プ

ラ
ス

」
の

導
入

促
進

な
ど
、

面
的

な
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

４
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
を

踏
ま

え
た

対
応

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

か
ら

の
復

旧
・

復
興

に
全

力
を

尽
く

す
と

と
も

に
、

「
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
を

踏
ま

え
た

緊
急

提
言

」
（

令
和

６
年

６
月

2
8
日

社
会

資
本

整
備

審
議

会
道

路
分

科
会

国
土

幹
線

道
路

部
会

）
を

踏
ま

え
つ

つ
、

今
回

の
地

震
等

を

教
訓
と

し
た
災
害
対
応

力
の
強
化
を

図
り

ま
す

。
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（
参
考
）
「
令

和
７

年
度

予
算

の
概

算
要

求
に
当
た

っ
て
の
基
本
的
な
方
針
に

つ
い
て
」
（
令
和
６
年
７

月
2
9
日
閣
議
了
解
）
よ
り

１
．

要
求

・
要

望
に

つ
い

て
(
7
)
 重

要
政

策
推

進
枠

令
和
７

年
度

予
算

に
お

い
て

は
、
持

続
的

・
構

造
的

賃
上

げ
の
実

現
、

官
民

連
携

に
よ

る
投
資

の
拡

大
、

少
子

化
対

策
・
こ

ど
も

政
策

の
抜

本
的

強
化
を

含
め

た
新

た
な

ス
テ

ー
ジ

へ
の
移

行
に

向
け

た
取

組
の

加
速
、

防
衛

力
の

抜
本

的
強

化
を
始

め
と

し
た

我
が

国
を

取
り
巻

く
環

境
変

化
へ

の
対

応
（
（

２
）

に
よ

る
も

の
を

除
き
、

「
基

本
方

針
2
0
2
4」

の
第

２
章
７

（
１

）
で

示
さ

れ
た

防
衛
力

の
抜

本
的

強
化

を
補

完
す
る

取
組

を
含

む
。

）
な

ど
、
重

要
政

策
課

題
に

対
応

す
る
等

の
た

め
、

「
基

本
方

針
2
02

4
」
及

び
「

新
し

い
資

本
主

義
の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
及

び
実
行

計
画

2
02
4
年
改

訂
版

」
（
令

和
６

年
６

月
2
1
日
閣

議
決
定

）
等

を
踏

ま
え

た
重

要
な
政

策
に

つ
い

て
、

「
重

要
政
策

推
進

枠
」

を
措

置
す

る
。
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〇
高
速
道
路
の
渋
滞
緩
和
や
地
域
活
性
化
等
に
向
け
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
を
踏
ま
え
、
2
0
2
5
年
度
よ
り
段
階
的
に
混
雑
に
応
じ
た
柔
軟
な
料
金
体
系
へ
転
換
し
て
い

く
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
現
在
の
ス
キ
ー
ム
の
下
で
最
大
半
額
と
な
る
料
金
体
系
の
導
入
に
向
け
、
８
月
を
目
途
に
検
討
を
開
始
す
る
。

〇
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
全
国
総
合
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
を
含
む
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道
、
ド
ロ
ー
ン
航
路
等
の
社
会
実

装
を
加
速
し
、
共
通
の
仕
様
・
規
格
の
策
定
等
を
通
じ
て
今
後
1
0
年
で
全
国
展
開
を
図
る
。

〇
物
流
の
効
率
化
に
向
け
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
対
象
路
線
拡
充
や
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
、
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
倉
庫
等
の
実
装
、
手
続
電
子
化
等
を
推

進
す
る
。
物
流
危
機
の
抜
本
的
解
決
に
資
す
る
自
動
物
流
道
路
に
つ
い
て
、
我
が
国
最
大
の
大
動
脈
で
あ
る
東
京
－
大
阪
間
を
念
頭
に
具
体
的
な
想
定

ル
ー
ト
の
選
定
を
含
め
基
本
枠
組
み
を
夏
頃
に
と
り
ま
と
め
、
早
期
に
社
会
実
験
に
向
け
た
準
備
に
着
手
し
、
1
0
年
後
を
目
途
に
先
行
ル
ー
ト
で
の
実
現
を
目

指
す
。

〇
我
が
国
の
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
、
高
規
格
道
路
、
整
備
新
幹
線
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
都
市
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
等
の
物
流
・
人
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
整
備
・
活
用
、
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
の
強
化
、
航
空
・
海
運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
活
性
化
、
造
船
業
の
競
争
力
強
化
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
む
。

〇
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
基
づ
く
取
組
を
着
実
に
推
進
し
、
近
年
の
資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
等
を
注
視
し
な
が
ら
、

災
害
に
屈
し
な
い
国
土
づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
中
長
期
的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下
、
継
続
的
・
安
定
的
に
切
れ
目
な
く
国
土
強
靱
化
の
取
組
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
経
験
も
踏
ま
え
、
施
策
の
実
施
状
況
の
評
価
な
ど
「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
に
向
け
た
検
討
を
加
速
化
し
、
2
0
2
4

年
度
の
早
期
に
策
定
に
と
り
か
か
る
。

〇
経
済
発
展
の
基
盤
と
な
る
交
通
・
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
靱
化
の
た
め
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
等
の
災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
、
無
電
柱
化
、
大
雪
対
策
等
を
進
め
る
。

〇
道
路
・
鉄
道
・
港
湾
・
空
港
と
い
っ
た
半
島
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
、
道
の
駅
の
拠
点
機
能
強
化
、
通
信
・
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
靱
化
等
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く
す
。

「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
2
4
」
（

令
和

６
年

６
月

２
１

日
閣

議
決

定
）

よ
り

（
参

考
）
「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
2
4
」
、

「
新

し
い

資
本

主
義

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
及

び
実

行
計

画
2
0
2
4
年

改
訂

版
」

＜
抜

粋
＞

「
新

し
い

資
本

主
義

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
及

び
実

行
計

画
2
0
2
4
年

改
訂

版
」
（
令

和
６

年
６

月
２

１
日

閣
議

決
定
）

よ
り

〇
道
路
整
備
に
よ
る
避
難
経
路
の
確
保
等
を
含
め
、
原
子
力
防
災
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

〇
電
動
車
や
電
動
建
機
の
導
入
及
び
充
電
充
て
ん
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
促
進
に
加
え
、
燃
料
電
池
ト
ラ
ッ
ク
等
の
商
用
車
と
商
用
車
用
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
集
中

支
援
、
水
素
供
給
へ
の
支
援
を
行
う
。

〇
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
、
E
V
バ
ス
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
、
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｘ
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
を
始
め
と
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
分
野
の
脱
炭
素
化
も
進
め

る
と
と
も
に
、
燃
料
供
給
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｓ
事
業
者
の
経
営
力
強
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
へ
の
支
援
等
を
行
う
。

〇
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
努
め
る
。
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基
本

方
針

１
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

～
災

害
か

ら
国

民
の

命
と

く
ら

し
を

守
る

～
【

P
1

2
～

】

発
災
後
概
ね
１
日
以
内
に
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
概
ね
１
週
間
以
内
に
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
避
難
や
救
命
救
急
・
復
旧
活
動
等
を
支
え
る
取
組
や
危
機
管
理
対
策
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

基
本

方
針

２
予

防
保

全
型

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

へ
の

本
格

転
換

～
安

全
・

安
心

な
道

路
を

次
世

代
へ

～
【

P
1

7
～

】

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
や
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
早
期
に
移
行
す
る
た
め
、
定
期
点
検
等
に

よ
り
確
認
さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
施
設
の
対
策
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
を
推
進
し
ま
す
。

基
本

方
針

３
人

流
・

物
流

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
拠

点
の

整
備

～
人

・
地

域
を

つ
な

ぐ
～

【
P

2
2

～
】

速
達
性
と
ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ
た
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、
高
規
格
道
路
等
の
整
備
や
機
能
強
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
交
通
拠
点

の
整
備
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
の
強
化
や
渋
滞
対
策
、
物
流
支
援
等
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

基
本

方
針

４
G

X
の

推
進

に
よ

る
脱

炭
素

社
会

の
実

現
～

2
0

5
0

年
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
へ

の
貢

献
～

【
P

3
1

～
】

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
「
道
路
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
道
路
分
野
に
お
け

る
脱
炭
素
化
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

基
本

方
針

５
道

路
シ

ス
テ

ム
の

D
X

～
x
R

O
A

D
の

推
進

～
【

P
3

6
～

】

道
路
を
安
全
に
賢
く
使
い
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
新
技
術
の
導
入
や
デ
ー
タ
の
利
活
用
等
に
よ
り
道
路
調
査
・
工
事
・
維
持
管
理
等
や
行
政
手
続
き
の

高
度
化
・
効
率
化
を
図
る
D
X
の
取
組
「
xR
O
A
D
」
を
加
速
し
ま
す
。

基
本

方
針

６
道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

～
地

域
・

ま
ち

を
創

る
～

【
P

4
1

～
】

全
て
の
人
が
安
全
・
安
心
で
快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
交
通
安
全
対
策
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
、
無
電
柱
化
、
自
転
車
通
行

空
間
の
整
備
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
地
域
の
賑
わ
い
創
出
な
ど
道
路
空
間
へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

■
世
界
一
安
全
（
S
a
fe
）
、
ス
マ
ー
ト
（
S
m
a
rt
）
、
持
続
可
能
（
S
u
st
a
in
a
b
le
）
な
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
、
以
下
の
基
本
方
針
の
下
、
道
路
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ
 主

要
施

策
の

基
本

方
針

※
上
記
の
ほ
か
、
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
（
令
和
５
年
１
２
月
２
６
日
閣
議
決
定
）
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
4
」
（
令
和
６
年
６
月
２
１
日
閣
議
決
定
）
、
「
新
し
い
資
本
主
義
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
2
0
2
4
年
改
訂
版
」
（
令
和
６
年
６
月
２
１
日
閣
議
決
定
）
、
「
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計
画
）
」
（
令
和
５
年
７
月
２
８
日
閣
議
決
定
）
、
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
（
令
和
５
年

７
月
２
８
日
閣
議
決
定
）
等
を
ふ
ま
え
、
道
路
施
策
を
推
進
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基
本
方
針 05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

（
回

/年
）

20
12
～

20
21

平
均

32
7回

19
76
～

19
85

平
均

22
6回

--
-：

近
似

直
線

1
9
7
6

（
S
5
1
）

1
9
8
5

（
S
6
0
）

2
0
1
2

（
H

2
4
）

2
0
2
1

（
R
3
）

1
9
9
0

（
H

2
）

1
9
9
5

（
H

7
）

2
0
0
0

（
H

1
2
）

2
0
0
5

（
H

1
7
）防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

～
災
害
か
ら
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
～

道
路

は
、

近
年

多
発

す
る

気
象

災
害

や
大

規
模

地
震

か
ら

国
民
の
命
と
生
活
を
守
る

た
め

に
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。

被
災

後
、

早
期

に
一

般
車

両
の

通
行

を
確

保
す

る
た

め
、
避
難
や
復
旧
活
動
等
を

支
え
る
取
組

や
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

１

●
1
時

間
降

水
量

5
0
m

m
以

上
の

年
間

発
生

回
数

（
ｱﾒ

ﾀﾞ
ｽ1

,3
0
0
地

点
あ

た
り

）
●

今
後

3
0
年

間
に

震
度

6
以

上
の

揺
れ

に
見

舞
わ

れ
る

確
率

出
典

：
気

象
庁

出
典

：
全

国
地

震
動

予
測

地
図

2
0
2
0
 年

版
（

地
震

調
査

研
究

推
進

本
部

）

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
気
象
災
害

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
気
象
災
害

切
迫
す
る
大
規
模
地
震

切
迫
す
る
大
規
模
地
震

短
期
集
中
的
な
豪
雪

短
期
集
中
的
な
豪
雪

確
率

2
6
％

以
上

6
％

～
2
6
％

3
％

～
6
％

0
.1

％
～

3
％

0
.1

％
未

満

●
全

国
各

地
で

最
大

積
雪

量
、

最
大

2
4

時
間

降
雪

量
を

更
新

出
典

：
気

象
庁

資
料

よ
り

作
成
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（
１

）
災

害
に

強
い

国
土

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
解

消
、

4
車

線
化

）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

１
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

○
災

害
に

強
い

国
土

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
発

災
後

概
ね

１
日

以
内

に
緊

急
車

両
の

通
行

を
確

保
し

、
概

ね
１

週
間

以
内

に
一

般
車

両
の

通
行

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
指

す

■
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

に
向

け
た

道
路

の
５

か
年

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1
に

基
づ

き
、

高
規

格
道

路
の

未
整

備
区

間
の

整
備

や
暫

定
２

車
線

区
間

の
４

車
線

化
等

を
推

進
し

、
地

方
部

に
お

け
る

生
活

圏
人

口
の

維
持

や
大

規
模

災
害

リ
ス

ク
へ

の
対

応
に

不
可

欠
な

災
害

に
強

い
国

土
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
取

り
組

み
ま

す
。

［
地
域
安
全
保
障
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
形
成
］

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

よ
る

津
波

に
よ

り
、

並
行

す
る

国
道

4
2
号

の
約

６
割

の
区

間
の

浸
水

が
予

測
さ

れ
る

。
す

さ
み

串
本

道
路

の
整

備
に

よ
り

津
波

浸
水

想
定

区
域

を
回

避
す

る
緊

急
輸

送
道

路
を

確
保

○
「

防
災

・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策
」

に
位

置
付

け
ら

れ
た

目
標

や
事

業
規

模
等

を
踏

ま
え

、
各

都
道

府
県

に
お

け
る

５
か

年
の

具
体

的
な

事
業

進
捗

見
込

み
等

を
示

し
た

「
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

に
向

け
た

道
路

の
５

か
年

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
各

地
方

整
備

局
等

に
お

い
て

策
定

・
高

規
格

道
路

の
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
※

2
の

改
善

率
※

3

（
R

1
→

R
7
）

：
０

%
 ⇒

 約
3
0
%

・
高

規
格

道
路

（
有

料
）

の
４

車
線

化
優

先
整

備
区

間
※

4
,5
の

事
業

着
手

率
（

R
1
→

R
7
）

：
約

1
3
%

  
⇒

 約
4
7
%

［
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
］

令
和

３
年

２
月

の
福

島
県

沖
の

地
震

に
よ

り
、

常
磐

自
動

車
道

の
暫

定
２

車
線

区
間

に
お

い
て

法
面

崩
落

が
発

生
し

全
面

通
行

止
め

と
な

っ
た

。
４

車
線

化
（

事
業

中
）

の
完

成
に

よ
り

、
災

害
時

に
お

い
て

も
被

災
し

て
い

な
い

車
線

を
活

用
し

た
交

通
機

能
の

確
保

が
期

待

す
さ

み
南

IC

和
深
IC

（
仮
称
）

わ
ぶ
か

串
本
IC

（
仮
称
）

く
し
も
と

凡
例

事
業
中

開
通
済
み

津
波
浸
水
想
定
区
域

至 和 歌 山 市
至 新 宮 市

す
さ
み
串
本
道
路

1
9
.2
㎞

く
し

も
と

事
前
通
行
規
制
区
間
延
長
1
.6
㎞

（
連
続
雨
量
2
5
0
㎜
）

※
1
：

参
考

資
料

P
6
0
参

照
※

2
：

高
規

格
道

路
の

ミ
ッ

シ
ン

グ
リ

ン
ク

（
令

和
元

年
度

時
点

：
約

2
0
0
区

間
）

※
3
：

全
線

ま
た

は
一

部
区

間
供

用
※

4
：

高
速

道
路

に
お

け
る

安
全

・
安

心
基

本
計

画
（

令
和

元
年

９
月

1
0
日

策
定

）
に

定
め

た
約

8
8
0
km

の
区

間
※

5
：

令
和

6
年

3
月

末
時

点
で

約
1
,4

0
0
km

が
4
車

線
化

未
事

業
化

(優
先

整
備

区
間

を
含

む
)

常
磐

自
動

車
道

の
被

災
状

況
常

磐
自

動
車

道
（

相
馬

IC
～

新
地

IC
）

の
４

車
線

化

新
地
IC

相
馬
IC

４ 車 線 化 事 業 中

新
地
IC

相
馬
IC

崩 落 個 所
E
6
常
磐
自
動
車
道

6
暫

定
２

車
線

区
間

が
法

面
崩

落
に

よ
り

全
面

通
行

止
め

○
高

速
道

路
の

更
新

・
進

化
の

た
め

、
料

金
徴

収
期

間
の

延
長

に
よ

る
財

源
も

活
用

し
、

暫
定

2
車

線
の

4
車

線
化

を
推

進

○
並

行
す

る
高

規
格

道
路

と
直

轄
国

道
と

の
ダ

ブ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
等

を
推

進

和
歌

山
県

高
規

格
道

路
が

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

、
さ

ら
に

、
一

般
道

に
防

災
課

題
箇

所
が

存
在

４
車

線
の

高
規

格
道

路
と

防
災

課
題

箇
所

が
な

い
一

般
道

に
よ

り
、

強
靱

で
信

頼
性

の
高

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

災
害
に
脆
弱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

高
規

格
道

路

防
災

課
題

箇
所

並
行

す
る

一
般

道

暫
定

２
車

線
未

整
備

区
間

４
車

線
化

未
整

備
区

間
の

整
備

防
災

課
題

解
消

並
行

す
る

一
般

道

高
規

格
道

路
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１
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

（
２

）
災

害
に

強
い

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
災

害
リ

ス
ク

に
対

す
る

防
災

・
減

災
対

策
）

■
災

害
に

強
い

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

て
、

近
年

の
激

甚
化

し
た

災
害

や
新

た
に

把
握

し
た

災
害

リ
ス

ク
に

対
す

る
防

災
・

減
災

対
策

を
推

進
し

ま
す

。

【
河
川
に
隣
接
す
る
道
路
構
造
物
の
流
失
防
止
対
策
】

○
橋

梁
や

道
路

の
流

失
等

の
リ

ス
ク

に
対

し
、

洗
掘

・
流

失
防

止
対

策
や

橋
梁

の
架

け
替

え
等

を
推

進
・

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

渡
河

部
の

橋
梁

や
河

川
に

隣
接

す
る

構
造

物
の

洗
掘

・
流

失
の

対
策

必
要

箇
所

（
約

1
,7

0
0
箇

所
）

の
整

備
率

（
R

1
→

R
7
）

：
０

%
 ⇒

 約
2
8
%

【
道
路
橋
の
耐
震
補
強
】

○
災

害
時

に
も

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
機

能
す

る
よ

う
、

緊
急

輸
送

道
路

上
の

橋
梁

の
耐

震
補

強
を

推
進

※
1

（
大

規
模

な
地

震
時

で
も

軽
微

な
損

傷
に

留
ま

り
、

速
や

か
な

機
能

回
復

が
可

能
と

な
る

対
策

を
実

施
）

・
緊

急
輸

送
道

路
上

の
橋

梁
の

耐
震

化
率

（
R

1
→

R
7
）

：
7
9
%

⇒
 8

4
%

国
道

1
2
1
号

令
和

４
年

８
月

の
大

雨

［
被
災
事
例
］

［
対
策
事
例
］

き
た
か
た

至
喜
多
方
市

よ
ね
ざ
わ

至
米
沢
市

【
道
路
の
法
面
・
盛
土
の
土
砂
災
害
防
止
対
策
】

・
緊

急
輸

送
道

路
の

法
面

・
盛

土
に

お
け

る
対

策
必

要
箇

所
の

整
備

率
（

R
1
→

R
7
）

：
約

5
5
％

⇒
約

7
3
％

○
高

度
化

さ
れ

た
点

検
手

法
等

に
よ

り
新

た
に

把
握

し
た

災
害

リ
ス

ク
等

に
対

し
、

耐
災

害
性

評
価

（
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

※
2
）

等
も

活
用

し
、

効
率

的
・

効
果

的
な

対
策

を
推

進

○
土

壌
雨

量
指

数
等

を
活

用
し

た
事

前
通

行
規

制
基

準
を

試
行

［
被
災
事
例
］

【
舗
装
損
傷
へ
の
対
策
】

○
積

雪
寒

冷
地

域
特

有
の

舗
装

損
傷

に
対

応
す

る
た

め
の

制
度

を
拡

充

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
道

路
区

域
外

か
ら

の
土

砂
流

入
等

、
近

年
の

豪
雨

等
に

お
け

る
特

徴
的

な
被

災
が

各
所

で
発

生

土
砂

の
大

規
模

流
入

E
８

北
陸

自
動

車
道

令
和

４
年

８
月

の
大

雨

左
岸

表
流

水

右
岸

表
流

水

集
水

地
形

不
安

定
ブ

ロ
ッ

ク

高
度

化
さ

れ
た

点
検

手
法

の
例

レ
ー

ザ
ー

プ
ロ

フ
ァ

イ
ラ

調
査

道
路

区
域

外
の

斜
面

山
頂

部
か

ら
の

大
規

模
崩

落
国

道
３

号
令

和
２

年
７

月
豪

雨

国
道

4
9
号

に
お

け
る

道
路

流
失

対
策

（
福

島
県

い
わ

き
市

）国
道

4
9
号

道
路
の
流
失
防
止
対
策

ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
に
お
け
る

土
砂
の
大
規
模
流
入
が
発
生

E
8

L
=
1
2
0
m

W
=
2
0
m

道
路
区
域
外
に

起
因
す
る

土
砂
災
害
が
発
生

よ
し
ま
が
わ

好
間
川

お
も
の
が
わ

鬼
面
川

※
1
：

参
考

資
料

P
6
8
,6

9
参

照
※

2
：

道
路

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
等

を
活

用
（

P
3
9
参

照
）

※
3
：

P
5
参

照

○
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
を

踏
ま

え
た

盛
土

点
検

を
推

進
※

3

- 14 -



○
関

係
機

関
と

連
携

し
通

行
可

否
情

報
を

収
集

・
提

供

○
大

規
模

災
害

時
に

迅
速

に
災

害
情

報
を

収
集

・
提

供
で

き
る

よ
う

、
情

報
コ

ン
セ

ン
ト

※
２
の

整
備

や
ド

ロ
ー

ン
、

自
転

車
、

バ
イ

ク
等

の
活

用
を

進
め

、
道

路
管

理
体

制
の

強
化

を
推

進

○
道

路
管

理
用

カ
メ

ラ
、

セ
ン

サ
ー

、
衛

星
等

IT
技

術
の

活
用

を
進

め
、

道
路

状
況

を
遠

隔
で

確
認

可
能

と
す

る
体

制
の

構
築

を
推

進

○
道

路
啓

開
等

に
必

要
な

体
制

の
整

備
や

資
機

材
等

の
充

実
を

推
進

し
、

道
路

啓
開

等
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
道

路
啓

開
計

画
の

策
定

・
見

直
し

や
訓

練
を

実
施

○
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
で

把
握

し
た

課
題

を
検

証
し

、
令

和
６

年
内

に
道

路
啓

開
計

画
へ

反
映１

防
災

・
減

災
、

国
土

強
靱

化

（
３

）
発

災
時

に
避

難
や

復
旧

活
動

等
を

支
え

る
取

組

■
災

害
時

の
避

難
や

復
旧

活
動

等
を

支
え

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

【
道
路
の
高
架
区
間
等
を
活
用
し
た
浸
水
避
難
対
策
】

○
道

路
整

備
時

に
は

津
波

等
に

よ
る

浸
水

リ
ス

ク
を

考
慮

し
整

備
を

実
施

○
地

方
公

共
団

体
の

緊
急

避
難

場
所

確
保

の
取

組
を

支
援

す
る

た
め

、
高

架
区

間
等

に
お

け
る

避
難

施
設

の
整

備
を

実
施

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
緊

急
避

難
場

所
と

し
て

直
轄

国
道

の
高

架
区

間
等

を
活

用
す

る
ニ

ー
ズ

が
あ

る
箇

所
の

避
難

施
設

の
整

備
率

（
R

1
→

R
7
）

：
約

2
7
%

 ⇒
 1

0
0
%

・
津

波
や

洪
水

の
浸

水
深

よ
り

も
高

い
道

路
区

間
は

全
国

で
約

1
,8

0
0
km

※
１

・
東

日
本

大
震

災
に

お
い

て
道

路
が

緊
急

避
難

場
所

と
し

て
活

用
さ

れ
る

な
ど

副
次

的
な

防
災

機
能

を
発

揮

【
道
路
啓
開
】

※
1
：

対
象

は
高

速
道

路
と

直
轄

国
道

※
2
：

映
像

、
音

声
、

各
種

デ
ー

タ
の

送
受

信
を

行
う

た
め

の
自

営
網

の
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
（

無
線

化
）

【
迅
速
な
情
報
収
集
・
提
供
】

【
応
急
組
立
橋
に
よ
る
早
期
の
交
通
確
保
】

○
橋

梁
が

流
失

し
た

場
合

等
に

、
地

方
公

共
団

体
の

要
請

に
基

づ
き

、
国

が
所

有
す

る
応

急
組

立
橋

を
貸

し
出

し
、

早
期

の
交

通
確

保
を

支
援

［
応
急
組
立
橋
の
活
用
事
例
］

み
ふ
ね
が
わ

御
船
川

仮
橋
設
置
後

令
和

5
年

7
月

梅
雨

前
線

の
大

雨
（

国
道

4
4
5
号

（
金

内
橋

）
：

熊
本

県
）

か
ね
う
ち
ば
し

橋
梁
流
失
（
金
内
橋
）

観
測
範
囲
が
拡
大

可
搬

型
路

側
機

追
加

配
備

に
よ

る
デ

ー
タ

観
測

範
囲

の
拡

大

○
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
の

検
証

を
踏

ま
え

、
IT

S
ス

ポ
ッ

ト
や

可
搬

型
路

側
機

、
A
Iw

e
b
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

交
通

状
況

の
観

測
体

制
を

構
築
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１
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

（
４
）
人
命
優
先
の
通
行
止
め
・
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
取
組

■
災
害
時
に
は
人
命
を
最
優
先
に
通
行
止
め
等
を
行
い
つ
つ
、
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め

の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

○
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
情
報
連
絡
本
部
を
早
期
に
立
ち
上
げ

○
大
雨
・
大
雪
等
の
異
常
気
象
予
想
時
に
は
、
気
象
庁
等
と
連
携

し
た
緊
急
発
表
の
実
施

○
広
域
的
な
通
行
止
め
に
対
し
て
連
携
を
密
に
行
い
、
出
控
え
や

広
域
迂
回
等
の
行
動
変
容
を
促
す
情
報
発
信
を
強
化

【
災
害
に
備
え
た
準
備
・
連
携
】

※
1
：
令
和
5
年
度
の
直
轄
国
道
に
お
け
る
冬
期
間
の
立
ち
往
生
調
査
実
績

○
車
両
の
滞
留
を
回
避
す
る
た
め
、
並
行
す
る
高
速
道
路
と
国
道

等
の
同
時
通
行
止
め
を
躊
躇
な
く
実
施

○
通
行
止
め
後
は
集
中
除
雪
を
実
施
し
、
早
期
に
開
放
す
る
こ
と

で
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
化

○
除
雪
機
械
、
消
融
雪
施
設
、
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
増
強
・

整
備
や
除
雪
作
業
の
自
動
化
、
交
通
障
害
自
動
検
知
シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
を
促
進

○
地
方
自
治
体
の
除
雪
体
制
強
化
の
た
め
、
除
雪
機
械
の
貸
与
や

派
遣
支
援
を
実
施

【
冬
期
道
路
交
通
確
保
】

小
形
除
雪
車
等
の
無
償
貸
与

［
広
域
的
な
連
携
の
強
化
］

躊
躇
な
い
通
行
止
め
・
集
中
除
雪
の
イ
メ
ー
ジ

緊
急
発
表
の
実
施

消
融
雪
施
設
等
の
整
備

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
人
命
を
最
優
先
に
、
幹
線
道
路
上
の
大
規
模
な
車
両
滞
留
を
徹
底
的
に
回
避

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
考
え
に
転
換

・
冬
期
間
の
立
ち
往
生
車
両
の
チ
ェ
ー
ン
未
装
着
は
8
1
%
※
１

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信

不
要
・
不
急
の
外
出
は

お
控
え
く
だ
さ
い

○
日
か
ら
△
日
頃
に
か
け

て
□
□
地
方
で
大
雪
の
見

込
み
で
す

○
○
に
向
か
わ
れ
る
方
は

△
△
へ
広
域
的
な
迂
回
を

お
願
い
し
ま
す

交
通
障
害
自
動
検
知
シ
ス
テ
ム

広
域
的
な
連
携
が
必
要
な
エ
リ
ア
と
広
域
迂
回
の
イ
メ
ー
ジ

地
理
院
地
図

凡
例

通
行
止
め
区
間
高
速
道
路

直
轄
国
道

迂
回
ル
ー
ト 高
速
道
路

8 1

E
2
7

16
1

8
E
8 E
1

E
1

E
2

E
1
A

E
2
5

従
前

現
行

通
行
止
め
時
間
の
短
縮
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基
本
方
針

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

20
24
時
点

20
34
時
点

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

20
24
時
点

20
34
時
点

予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
転
換

～
安
全
・
安
心
な
道
路
を
次
世
代
へ
～

道
路
管
理
者
に
は
、
道
路
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
と
も
に

良
好
な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世
代
に
継
承
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
た
め
、
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ
り
、

不
具
合
が
発
生
す
る
前
に
修
繕
を
行
う
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。

建
設
後
5
0
年
以
上
経
過
す
る
道
路
施
設
の
割
合
が
加
速
度
的
に
増
加

深
刻
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

深
刻
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

予
防
保
全
と
事
後
保
全

予
防
保
全
と
事
後
保
全

橋
脚
洗
掘

判
定
区
分
Ⅳ

（
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
）

<
橋
梁
>
（
5
3
4
,7
7
2
）

（
1
1
,3
0
2
）

●
建
設
後
5
0
年
以
上
経
過
す
る
施
設
の
割
合

<
ト
ン
ネ
ル
>

※
(
)は
対
象
の
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
数
。
た
だ
し
建
設
年
度
不
明
の
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
を
除
く

２

39
％ 63
％

27
％ 41
％

事
後
保
全

事
後
保
全

予
防
保
全

予
防
保
全

道
路
の
機
能
や
性
能
に

不
具
合
が
発
生
す
る
前
に

修
繕
等
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

施
設
の
機
能
や
性
能
に

不
具
合
が
生
じ
て
か
ら

修
繕
等
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

『
予
防
保
全
』
は
中
長
期
的
な

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
が
図
れ
る
。

＜
事
後
保
全
と
予
防
保
全
の
サ
イ
ク
ル
＞

機 能

（ 健 全 性 ）
Ⅱ Ⅲ Ⅳ

期
間

事
後

保
全
予
防

保
全

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
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【
令

和
６

年
度

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

年
報

】

・
１

巡
目

点
検

か
ら

２
巡

目
点

検
の

５
年

間
で

I・
Ⅱ

判
定

か
ら

Ⅲ
・

Ⅳ
判

定
に

遷
移

し
た

橋
梁

の
割

合
は

3
％

（
１

）
地

方
へ

の
財

政
的

・
技

術
的

支
援

１
年
間
で
Ⅲ
・Ⅳ
判
定
の

橋
梁
は
2千
橋
減
少

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
予

防
保

全
へ

の
移

行
】

・
現

在
の

予
算

ベ
ー

ス
で

は
予

防
保

全
へ

の
移

行
へ

は
約

2
0
年

か
か

る
見

込
み

（
2
0
2
3
年

度
末

基
準

）
（

参
考

）
直

轄
で

は
お

お
よ

そ
1
0
年

か
か

る
見

込
み

判
定
区
分
Ⅲ
・Ⅳ

措
置
未
完
了

（
約
40
,0
00
橋
）

措
置
完
了

－
70
00
橋

新
た
な
Ⅲ
・Ⅳ

＋
50
00
橋

判
定
区
分
Ⅲ
・Ⅳ

措
置
未
完
了

（
約
38
,0
00
橋
）

20
23
年
度
末
時
点

1年
後

＜
地
方
公
共
団
体
の
Ⅲ
・Ⅳ
判
定
橋
梁
の
措
置
完
了
数
推
移
イメ
ー
ジ
＞

２
予

防
保

全
型

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

へ
の

本
格

転
換

○
予

防
保

全
へ

の
移

行
を

促
進

す
る

た
め

、
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
事

業
補

助
制

度
に

よ
る

地
方

公
共

団
体

へ
の

支
援

を
実

施

○
『

地
域

イ
ン

フ
ラ

群
再

生
戦

略
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
』

※
2
に

取
り

組
む

地
方

公
共

団
体

に
対

し
て

の
支

援
策

を
検

討

【
地
方
へ
の
財
政
的
支
援
】

・
地

方
公

共
団

体
が

管
理

す
る

道
路

の
緊

急
又

は
早

期
に

対
策

を
講

ず
べ

き
橋

梁
の

修
繕

措
置

率
（

2
0
1
9
→

2
0
2
5
）

：
約

3
4
%

 ⇒
 約

7
3
%

・
地

方
公

共
団

体
等

で
維

持
管

理
に

関
す

る
研

修
を

受
け

た
人

数
（

2
0
1
9
→

2
0
2
5
）

：
6
,4

5
9
人

⇒
 1

0
,0

0
0
人

○
国

に
よ

る
直

轄
診

断
、

修
繕

代
行

事
業

や
修

繕
に

関
す

る
研

修
の

開
催

な
ど

技
術

的
支

援
を

実
施

※
3

【
地
方
へ
の
技
術
的
支
援
】

○
道

路
の

維
持

・
修

繕
等

の
管

理
を

包
括

的
に

民
間

委
託

す
る

取
組

や
道

路
橋

な
ど

の
集

約
、

撤
去

等
の

支
援

を
促

進

※
1
：

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

事
業

補
助

制
度

（
参

考
資

料
P
5
7
参

照
）

※
2
：

『
地

域
イ

ン
フ

ラ
群

再
生

戦
略

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

』
（

通
称

群
マ

ネ
）

と
は

、
広

域
・

複
数

・
多

分
野

の
イ

ン
フ

ラ
を

群
と

し
て

と
ら

え
、

戦
略

的
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

う
考

え
方

※
3
：

直
轄

診
断

(2
0
1
4
～

2
0
2
3
年

度
)：

1
7
箇

所
、

修
繕

代
行

(2
0
1
5
～

2
0
2
3
年

度
)：

1
7
箇

所

■
地

方
公

共
団

体
が

管
理

す
る

道
路

施
設

に
つ

い
て

、
長

寿
命

化
修

繕
計

画
に

基
づ

く
取

組
に

対
し

、
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
事

業
補

助
制

度
※

1
に

よ
る

計
画

的
・

集
中

的
な

財
政

的
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

■
国

に
よ

る
直

轄
診

断
、

修
繕

代
行

や
研

修
の

開
催

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

道
路

橋
の

集
約

・
撤

去
や

包
括

的
民

間
委

託
の

取
組

促
進

に
よ

り
地

方
へ

の
技

術
的

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

道
路
橋
の
集
約
・
撤
去
に
伴
う
コ
ス
ト
縮
減
事
例
（
御
庄
橋
:山
口
県
岩
国
市
）

み
し

ょ
う

ば
し

い
わ

く
に

橋
梁

の
点

検
費

用
を

8
0
万

円
／

年
縮

減
50

m

交
差
点
改
良

N

【
撤
去
】

御
庄
橋

【
迂
回
路
】

路
肩
整
備

【
交
差
点
改
良
】

【
路
肩
整
備
】 整
備
前

4
8
%

4
2
%

5
2
%

5
4
%

3
%

0
.0

2
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

１
巡

目
点

検

(2
0
1
4
～

1
8
年

度
)

２
巡

目
点

検

(2
0
1
9
～

2
3
年

度
)

：
Ⅰ

（
健

全
）

：
Ⅱ

（
予

防
保

全
段

階
）

：
Ⅲ

（
早

期
措

置
段

階
）

：
Ⅳ

（
緊

急
措

置
段

階
）

5
年
後

＜
地
方
公
共
団
体
の
点
検
結
果
＞
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（
２

）
定

期
点

検
の

効
率

化
・

高
度

化
、

新
技

術
の

導
入

■
新

技
術

の
導

入
に

必
要

な
カ

タ
ロ

グ
や

技
術

基
準

類
の

整
備

を
進

め
、

新
技

術
の

積
極

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

点
検

技
術

者
の

資
格

取
得

等
を

促
し

、
維

持
管

理
の

効
率

化
・

高
度

化
等

を
図

り
ま

す
。

○
橋

梁
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

土
工

に
関

す
る

点
検

支
援

技
術

性
能

カ
タ

ロ
グ

を
活

用
し

、
定

期
点

検
の

効
率

化
・

高
度

化
を

推
進

○
橋

梁
・

ト
ン

ネ
ル

な
ど

の
定

期
点

検
要

領
（

R
6
年

3
月

改
定

）
に

よ
る

質
の

確
保

お
よ

び
記

録
の

合
理

化
を

図
り

、
三

巡
目

点
検

に
お

け
る

新
技

術
を

活
用

し
た

点
検

を
効

率
化

２
予

防
保

全
型

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

へ
の

本
格

転
換

・
新

技
術

の
活

用
を

促
進

す
る

た
め

、
点

検
支

援
技

術
性

能
カ

タ
ロ

グ
※

1
を

作
成

・
公

開

・
令

和
４

年
度

よ
り

橋
梁

・
ト

ン
ネ

ル
、

R
5
年

度
よ

り
舗

装
の

直
轄

点
検

に
お

い
て

、
点

検
支

援
技

術
の

活
用

を
原

則
化

（
特

記
仕

様
書

に
明

記
）

・
直

轄
国

道
の

橋
梁

の
点

検
を

実
施

す
る

担
当

技
術

者
に

対
し

、
令

和
５

年
度

か
ら

資
格

等
保

有
※

2
を

要
件

化

＜
背
景
・
デ
ー
タ
＞

・
橋

梁
点

検
・

ト
ン

ネ
ル

点
検

に
お

い
て

新
技

術
の

活
用

を
検

討
し

た
地

方
公

共
団

体
の

う
ち

、
新

技
術

を
活

用
し

た
地

方
公

共
団

体
の

割
合

（
R

1
→

R
7
）

橋
梁

：
3
9
％

⇒
 5

0
％

、
ト

ン
ネ

ル
：

3
1
％

⇒
 5

0
％

○
維

持
管

理
の

効
率

化
・

高
度

化
を

目
指

し
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
等

が
行

う
技

術
研

究
開

発
を

促
進

(S
IP

※
3
や

S
B
IR

※
4
も

活
用

)

○
新

技
術

の
導

入
に

必
要

な
技

術
基

準
類

を
順

次
整

備

【
新
技
術
の
導
入
促
進
】

【
定
期
点
検
の
効
率
化
・
高
度
化
、
質
の
向
上
】

点
検

支
援

技
術

性
能

カ
タ

ロ
グ

（
3
2
1
技

術
掲

載
R
6
年

4
月

時
点

）

桁
間

に
設

置
し

た
ロ

ー
プ

上
を

装
置

が
移

動
し

な
が

ら
損

傷
把

握

3
次

元
レ

ー
ダ

ー
ス

キ
ャ

ナ
を

用
い

て
ト

ン
ネ

ル
の

変
位

・
変

形
等

を
3
次

元
モ

デ
ル

で
可

視
化

車
載

装
置

に
よ

る
路

面
性

状
測

定

画
像
計
測

計
測
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

路
面
性
状
測
定

［
新
技
術
活
用
事
例
］

橋
名

：
母

沢
橋

（
国

道
2
0
号

）

（
長

野
県

諏
訪

郡
富

士
見

町
）

橋
長

：
8
.4

ｍ
橋

梁
形

式
：

桁
橋

(T
桁

)
対

象
部

位
・

部
材

：
主

桁
下

面
、

橋
台

対
象

と
す

る
変

状
の

種
類

:ひ
び

わ
れ

、
は

く
離

、
鉄

筋
露

出

■
：

新
技

術
活

用
範

囲
（

主
桁

下
面

、
橋

台
）

橋
梁

全
景

従
来

点
検

（
は

し
ご

に
よ

る
点

検
）

新
技

術
活

用
点

検
（

「
ひ

び
わ

れ
の

自
動

検
出

」
と

「
ひ

び
わ

れ
幅

の
自

動
計

測
」

を
A
Iを

活
用

し
損

傷
図

作
成

）

点
検

状
況

撮
影

カ
メ

ラ

・
地

上
か

ら
の

作
業

が
可

能
な

た
め

高
所

か
ら

落
下

の
危

険
性

が
な

い
・

必
要

構
成

人
員

が
約

7
割

減
(３

名
→

１
名

)
・

点
検

日
数

が
約

5
割

減
（

1
日

→
0
.5

日
）

・
点

検
費

用
が

約
3
割

減
（

約
1
6
万

→
約

1
1
万

）

側
面

図
断

面
図

お
も

さ
わ

ば
し

な
が

の
す

わ
ふ

じ
み

ま
ち

※
1
：

各
技

術
の

性
能

値
を

標
準

項
目

ご
と

に
カ

タ
ロ

グ
形

式
で

整
理

・
掲

載
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o
.j
p
/r

o
a
d
/s

is
a
k
u
/i

n
sp

e
ct

io
n
-s

u
p
p
o
rt

/
※

2
：

業
務

に
お

い
て

管
理

技
術

者
に

要
求

さ
れ

て
い

る
資

格
（

技
術

士
、

博
士

号
、

土
木

学
会

認
定

技
術

者
等

）
や

「
国

土
交

通
省

登
録

資
格

」
と

し
て

登
録

さ
れ

た
民

間
資

格
、

道
路

橋
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
技

術
講

習
合

格
証

等
※

3
：

府
省

連
携

に
よ

る
分

野
横

断
的

な
研

究
開

発
等

に
産

学
官

連
携

で
取

り
組

む
、

戦
略

的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
造

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

4
：

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

に
よ

る
研

究
開

発
と

そ
の

成
果

の
事

業
化

を
支

援
す

る
、

S
m

a
ll 

B
u
si

n
e
ss

 
In

n
o
v
a
ti
o
n
 R

e
se

a
rc

h
制

度

画
像
デ
ー
タ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

AI
解
析
（
約
１
時
間
）

ひ
び
割
れ
診
断
区
分
Ⅰ
（
損
傷
レ
ベ
ル
小
）

ひ
び
割
れ
診
断
区
分
Ⅱ
（
損
傷
レ
ベ
ル
中
）

ひ
び
割
れ
診
断
区
分
Ⅲ
（
損
傷
レ
ベ
ル
大
）

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
発
生
箇
所

段
差
発
生
箇
所

内
側
に
変
位

外
側
に
変
位

外
側
に
変
位

外
側
に
変
位
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・
定
期
点
検
の
結
果
、
早
期
あ
る
い
は
緊
急
に
措
置
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
橋

梁
が
約
8
%
、
ト
ン
ネ
ル
が
約
2
9
％
、
道
路
附
属
物
等
が
約
1
2
%
存
在
す
る

※
1
。
（
2
0
2
3
年
度
末
時
点
）

（
３
）
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
・
老
朽
化
対
策

■
損
傷
が
深
刻
化
し
て
か
ら
大
規
模
な
修
繕
を
行
う
「
事
後
保
全
型
」
か
ら
、
損
傷
が
軽
微
な
う
ち
に
補
修
を
行
う

「
予
防
保
全
型
」
に
転
換
を
図
る
た
め
、
早
期
あ
る
い
は
緊
急
に
措
置
が
必
要
な
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
着
実
に

推
進
し
ま
す
。

■
舗
装
の
長
寿
命
化
を
図
り
予
防
保
全
を
実
現
す
る
た
め
、
道
路
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
入
手
し
た

デ
ー
タ
を
分
析
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
舗
装
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
効
率
的
に
推
進
し
ま
す
。

２
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
転
換

○
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
が
低
減
さ
れ
る
「
予
防
保
全
型
」

へ
の
早
期
の
転
換
に
向
け
、
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
推
進

【
「
予
防
保
全
型
」
へ
の
早
期
転
換
に
向
け
た
老
朽
化
対
策
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

桁
の
塗
装
劣
化
や
さ
び
の
発
生

塗
装
の
塗
り
替
え

桁
端
部
の
当
て
板
・
塗
装

桁
端
部
の
腐
食
・
貫
通

[事
後
保
全
型
・
予
防
保
全
型
修
繕
の
イ
メ
ー
ジ
]

予
防
保
全
：

損
傷
が
軽
微
な

う
ち
に
補
修

事
後
保
全
：

損
傷
が
深
刻
化

し
て
か
ら
大
規

模
な
補
修

※
1
：
令
和
6
年
度
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
よ
り
（
参
考
資
料
P
7
1
参
照
）

【
次
世
代
の
舗
装
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

○
直
轄
国
道
の
舗
装
点
検
に
お
い
て
、
点
検
支
援
技
術
活
用
の

原
則
化
な
ど
に
よ
り
A
I・
IC
T
な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的
な

点
検
※
2
を
実
施

○
舗
装
状
態
や
修
繕
履
歴
等
の
見
え
る
化
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に

基
づ
く
修
繕
箇
所
等
を
精
緻
化
し
、
効
果
的
な
修
繕
の
実
施

に
よ
る
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
推
進

路
線
番
号
0
0
1
6
-0
0
0

事
務
所
：
大
宮
国
道
事
務
所

上
下
線
：
上
り

車
線
：
2

K
P
：
1
0
0
.7
-1
0
0
.8

健
全
性
：
2
0

大
宮
国
道
事
務
所
_
0
0
1
6
-0
0
0

Ⅲ
-2
(路
盤
打
換
等
）

【
点
検
結
果
】

Ⅲ
-1
(表
層
等
修
繕
）

Ⅱ
(表
層
機
能
保
持
段
階
）

土
地
の
成
り
立
ち
情
報
等
と
の
重
畳
表
示
に
よ
り
、

詳
細
調
査
に
先
立
つ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能

地
理
院
地
図
(治
水
地
形
分
類
図
)へ
の
表
示
例

[舗
装
状
態
や
修
繕
履
歴
等
の
見
え
る
化
を
可
能
と
す
る
ア
プ
リ
の
事
例
]

（
国
道
1
6
号
見
沼
～
岩
槻
間
）

・
舗
装
点
検
結
果
の
位
置
情
報
と
土
地

の
成
り
立
ち
な
ど
の
情
報
を
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
で
デ
ー
タ
分
析
が
可
能

・
デ
ー
タ
に
基
づ
く
修
繕
箇
所
や
優
先

順
位
の
精
緻
化
、
予
算
配
分
の
最
適

化
が
可
能

「
予
防
保
全
型
」
へ
の
移
行

(対
策
前
)

(対
策
後
)

(対
策
前
)

(対
策
後
)

・
路
盤
の
損
傷
は
表
層
を
早
期
劣
化
さ
せ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
が
大
き
く
増
大

・
路
盤
打
換
等
の
修
繕
が
必
要
な
舗
装
の
修
繕
完
了
率
は
直
轄
で
2
3
%
（
2
0
2
3
年

度
末
時
点
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

塗
装
の
塗
り
替
え
に

よ
り
腐
食
を
防
止

※
2
：
車
載
装
置
に
よ
る
路
面
性
状
測
定
（
P
1
9
参
照
）
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■
高
速
道
路
会
社
が
管
理
す
る
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
大
規
模
更
新
と
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
更
新
事
業
に
合
わ
せ
た
高
速
道
路
の
機
能
強
化
】

（
４
）
高
速
道
路
の
大
規
模
更
新
と
機
能
強
化２
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
転
換

○
更
新
工
事
中
は
う
回
路
を
設
け
て
交
通
影
響
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
更
新
工
事
後
は
う
回
路
を
そ
の
ま
ま
上
り
本
線
と

し
て
高
架
３
車
線
化
す
る
こ
と
で
通
常
時
の
渋
滞
を
緩
和

［
事
例
：
首
都
高
速
1
号
羽
田
線

羽
田
ト
ン
ネ
ル
付
近
］

【
高
速
道
路
の
更
新
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
特
定
更
新
に
係
る
通
行
止
め
の
状
況
（
令
和
５
年
度
､６
社
合
計
）

終
日
通
行
止
め
(本
線
)：
5
箇
所
、
延
べ
6
1
0
日
間

対
面
通
行
規
制
：
5
4
箇
所
、
延
べ
5
,0
9
8
日
間

健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
海
水
の
影
響
な
ど
に
よ
り
損
傷
し
て
い
る

部
分
の
作
り
直
し
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
実
施

更
新
工
事
後

都 心 方 面

横 浜 方 面

横 浜 方 面

更
新
工
事
前

羽
田
トン
ネ
ル

（
更
新
対
象
）

都 心 方 面

①
ト
ン
ネ
ル
内
の
漏
水

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
損
傷

①

②
③

工
事
後
は
う回
路
をそ
の
まま
上
り本
線
とし
て
高
架
3車
線
化

羽
田
トン
ネ
ル
バ
イパ
ス
路

（
運
用
停
止
中
）

羽
田
可
動
橋

(運
用
停
止
中
)

⇒
通
常
時
の
渋
滞
を緩
和

B A

B A

②
鉄
筋
一
部
消
失

トン
ネ
ル
更
新
後

工
事
前

1車
線

片
側
ず
つ
施
工

※
運
用
停
止
中

上
り線

下
り線

※
改
良
後

下
り線

工
事
中

羽
田
トン
ネ
ル
バ
イパ
ス
路
を改
良
し

う回
路
とし
て
有
効
活
用

３
車
線

上
り線

⇒
交
通
へ
の
影
響
を軽
減

A
B

A
B

上
り線

下
り線

下
り線

（
出
口
）

う回
路
構
築
後

A
B

○
施
工
方
法
の
工
夫
等
の
活
用
、
マ
ス
コ
ミ
視
察
等
を
活
用
し

た
事
前
広
報
の
徹
底
に
よ
り
、
通
行
規
制
に
よ
る
社
会
的
影

響
を
最
小
化
し
つ
つ
、
計
画
的
に
更
新
事
業
を
推
進

［
事
例
：
首
都
高
速

大
師
橋
（
橋
梁
架
替
工
事
）
］

延
長
約
3
0
0
m
の
新
設
橋
を
既
設
橋
の
位
置
へ
移
動
し
て
架
設

既
設
路
線
の
通
行
止
め
か
ら
開
通
ま
で
、
2
週
間
の
短
期
間
で
実
施

新
設
橋

既
設
橋

新
設
橋

既
設
橋

①
新
設
橋
設
置
前
（
撮
影
日
：
R
5
.5
.2
6
）

②
新
設
橋
設
置
後
（
撮
影
日
：
R
5
.6
.8
）
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基
本
方
針

人
流
･物
流
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
･拠
点
の
整
備

～
人
・
地
域
を
つ
な
ぐ
～

生
活
、
産
業
の
拠
点
を
結
ぶ
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
国
内
の
人
流
・
物
流
を
支
え
る

重
要
な
施
策
で
す
。
高
速
か
つ
安
全
に
移
動
で
き
る
高
規
格
道
路
の
整
備
や
機
能
強
化
、

交
通
拠
点
の
整
備
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
(道
路
と
多
様
な
交
通
手
段
と
の
連
携
)の
強
化
、

渋
滞
対
策
や
物
流
支
援
等
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

日
本
の
都
市
間
連
絡
速
度
は
、
約
4
割
の
都
市
間
が

6
0
km
/h
に
満
た
な
い
な
ど
、
諸
外
国
に
遅
れ
を
と
っ
て

い
る
状
況
（
1
0
1
/2
3
5
リ
ン
ク
）

移
動
時
間
の
う
ち
、
約
４
割
が
渋
滞
等
に
よ
る
時
間
ロ

ス
で
あ
り
、
年
間
で
6
1
億
人
時
間
、
約
3
7
0
万
人
分
の

労
働
時
間
、
日
本
の
C
O
2
総
排
出
量
の
1
.3
％
に
相
当

都
市
間
の
速
達
性

都
市
間
の
速
達
性

空
港
・
港
湾
と
の
ア
ク
セ
ス
性

空
港
・
港
湾
と
の
ア
ク
セ
ス
性

渋
滞
等
に
よ
る
時
間
ロ
ス

渋
滞
等
に
よ
る
時
間
ロ
ス

韓
国

中
国

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

日
本

7
7
km
/h

8
7
km
/h

7
4
km
/h

8
8
km
/h

8
4
km
/h

6
1
km
/h

＜
参
考
＞
諸
外
国
の
平
均
都
市
間
連
絡
速
度

6
0
km
/h
未
満

6
0
km
/h
以
上

●
都
市
間
連
絡
速
度
の
状
況

※
都
市
間
連
絡
速
度

の
算
出
方
法
:
対
象

は
1
2
2
都
市
、
2
3
5

リ
ン
ク
。
E
T
C
2
.0

デ
ー
タ
の
令
和
３
年

度
（
小
型
車
）
の
平

日
の
昼
間
1
2
時
間
の

平
均
値
を
用
い
て
算

出

●
主
要
な
空
港
・
港
湾
と
の
ア
ク
セ
ス
状
況

※
主
要
な
空
港
・
港

湾
：
拠
点
空
港
・

ジ
ェ
ッ
ト
化
空
港
、

国
際
戦
略
港
湾
・
国

際
拠
点
港
湾
・
重
要

港
湾

※
所
要
時
間
は
、

E
T
C
2
.0
デ
ー
タ
の

令
和
３
年
度
（
小
型

車
）
の
平
日
の
昼
間

1
2
時
間
の
平
均
値
を

用
い
て
算
出

■
IC
か
ら
の
所
要
時
間

最
寄
り
の
高
規
格
道
路
か
ら
1
0
分
以
上
の
所
要
時
間
を
要

す
る
空
港
・
港
湾
は
約
3
割
程
度
存
在
（
5
0
/1
7
0
箇
所
）

●
自
動
車
の
移
動
時
間
（
全
国
・
年
間
）

３

(空
港
)

(港
湾
)

所
要
時
間

～
1
0
分

1
0
分
～

～
1
0
分

1
0
分
～

7
1
%

2
9
%

7
1
%

2
9
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

0
～
1
0
分

1
0
分
～

1
0
分
以
上
が
約
3
割
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［
重
要
物
流
道
路
に
つ
い
て
］

（
１

）
シ

ー
ム

レ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築

・
道

路
に

よ
る

都
市

間
速

達
性

の
確

保
率

（
R

1
→

R
7
）

：
5
7
%

 ⇒
 6

3
%

・
三

大
都

市
圏

環
状

道
路

整
備

率
（

R
2
→

R
7
）

：
8
3
％

⇒
 8

9
％

重
要
物
流
道
路

一
般
道

（
直
轄
国
道
等
）

高
規
格
道
路

ラ
ス
ト
マ
イ
ル

主
要
拠
点

（
空
港
・
港
湾
等
）

IC

３
人

流
・

物
流

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
拠

点
の

整
備

○
重

要
物

流
道

路
に

お
い

て
構

造
等

を
踏

ま
え

国
際

海
上

コ
ン

テ
ナ

車
(4

0
ft

背
高

)特
殊

車
両

通
行

許
可

不
要

区
間

を
拡

大
※

3

○
道

路
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
を

踏
ま

え
、

道
路

整
備

に
よ

る
多

様
な

効
果

を
把

握
・

評
価

す
る

手
法

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

事
業

化
前

・
着

工
前

の
調

査
を

充
実

し
、

リ
ス

ク
へ

の
対

応
を

強
化

［
首
都
圏
の
高
規
格
道
路
（
新
広
域
道
路
交
通
計
画
）
］

【
国
土
形
成
計
画
等
を
踏
ま
え
た
整
備
】

○
「

国
土

形
成

計
画

」
※

1
を

踏
ま

え
、

1
4
,0

0
0
km

 の
高

規
格

幹
線

道
路

と
、

こ
れ

を
補

完
し

広
域

圏
内

や
広

域
圏

間
の

交
流

・
連

携
を

強
化

す
る

広
域

道
路

網
を

合
わ

せ
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

確
保

さ
れ

た
高

規
格

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

、
既

存
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
も

活
用

し
つ

つ
概

ね
２

万
km

余
の

形
成

・
機

能
向

上
を

図
る

○
各

地
域

で
策

定
し

た
「

新
広

域
道

路
交

通
計

画
」

※
2
を

踏
ま

え
、

重
要

物
流

道
路

の
個

別
補

助
制

度
も

活
用

し
つ

つ
計

画
的

に
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

調
査

や
整

備
を

行
い

機
能

強
化

を
推

進

■
シ

ー
ム

レ
ス

な
高

規
格

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

て
、

主
要

都
市

間
の

時
間

距
離

の
短

縮
を

図
る

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
、

迅
速

か
つ

円
滑

な
物

流
を

実
現

す
る

三
大

都
市

圏
環

状
道

路
や

地
方

都
市

の
環

状
道

路
、

主
要

な
港

湾
、

空
港

、
高

速
鉄

道
駅

等
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
等

に
重

点
を

置
い

て
、

効
率

的
な

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

主
要

な
拠

点
間

を
結

ぶ
高

規
格

道
路

や
直

轄
国

道
等

の
一

般
道

及
び

拠
点

へ
の

ラ
ス

ト
マ

イ
ル

を
、

物
流

の
観

点
か

ら
重

要
な

道
路

と
し

て
国

土
交

通
大

臣
が

指
定

し
、

機
能

強
化

を
推

進
。

東
京
外
か
く
環
状

千
葉
北
西
連
絡

千 葉 環
状

常 総 ・ 宇 都 宮 東 部 連 絡

核
都
市
広
域
幹
線

湾

岸

越

関

道

圏

央

道

常
磐

道

中
央
道

東
名

高
速

京
東

湾
ｱ
ｱ
ｲ ﾝ

ㇰ
ㇻ

館 山
道

第 三 京 浜

東
新

名

新

※
1
：

国
土

形
成

計
画

（
全

国
計

画
）

（
令

和
5
年

７
月

2
8
日

閣
議

決
定

）
※

2
：

広
域

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

、
交

通
・

防
災

拠
点

計
画

、
IC

T
交

通
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
か

ら
構

成
都

道
府

県
・

政
令

市
版

及
び

ブ
ロ

ッ
ク

版
(地

方
整

備
局

等
策

定
)を

令
和

３
年

７
月

ま
で

に
策

定
済

※
3
：

国
際

海
上

コ
ン

テ
ナ

車
(4

0
ft

背
高

)の
通

行
許

可
不

要
区

間
を

約
3
1
,5

0
0
km

指
定

済
（

R
6
年

7
月

時
点

）
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○
物
流
の
効
率
化
や
地
域
活
性
化
、
防
災
機
能
の
強
化
等
を
促
進

す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
必
要
性
を
検
討
し
、
ス
マ
ー
ト

IC
※
1
の
整
備
を
推
進

○
生
産
性
向
上
の
た
め
、
IC
･港
湾
･空
港
等
の
整
備
と
連
携
し
て

行
う
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
対
し
、
個
別
補
助
等
に
よ
り
重
点

的
に
支
援

○
民
間
事
業
者
へ
の
無
利
子
貸
付
及
び
登
録
免
許
税
の
非
課
税

措
置
に
よ
り
、
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
IC
※
1
の
整
備
を
支
援

○
追
加
IC
を
整
備
す
る
複
数
の
制
度
に
つ
い
て
、
よ
り
民
間
投
資

を
促
進
し
つ
つ
、
柔
軟
に
制
度
選
択
で
き
る
仕
組
み
と
な
る
よ

う
検
討

・
日
本
の
高
速
道
路
の
IC
間
隔
は
平
均
約
1
0
km
と
、
欧
米
の
平
地
部
に
お
け
る

無
料
の
高
速
道
路
の
２
倍
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
1
6
年
以
降
、
社
会
実
験

を
経
て
ス
マ
ー
ト
IC
の
制
度
を
策
定

・
高
速
道
路
の
IC
数
：
1
,5
2
7
箇
所

※
高
速
道
路
会
社
管
理
分
（
事
業
中
含
む
、
ス
マ
ー
ト
IC
除
く
)

・
ス
マ
ー
ト
IC
：
開
通
済
1
6
0
箇
所
、
事
業
中
4
7
箇
所

・
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
IC
：
全
国
で
2
箇
所
開
通

（
淡
路
北
ス
マ
ー
ト
IC
、
多
気
ヴ
ィ
ソ
ン
ス
マ
ー
ト
IC
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

■
交
通
物
流
拠
点
等
か
ら
高
速
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
IC

や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

■
民
間
の
発
意
と
負
担
に
よ
る
整
備
を
可
能
と
し
た
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
IC
制
度
で
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

※
１
：
参
考
資
料
P
8
7
参
照

・
ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
に
よ
り
高
速
道
路
と
周
辺
企
業
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上

・
周
辺
に
企
業
立
地
が
進
み
、
新
た
に
約
3
0
0
人
の
雇
用
を
創
出

［
ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
効
果
（
田
村
ス
マ
ー
ト
IC
の
例
）
］

※
箇
所
数
は
い
ず
れ
も
R
6
年
6
月
1
0
日
時
点

３
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の
整
備

田
村
S
IC

産
業
団
地

工
業
団
地

船
引
三
春
ＩＣ

至
い
わ
き
JC
T

9
分
短
縮

至
郡
山
JC
T

1
7
分
短
縮

小
野
ＩＣ

（
２
）
交
通
物
流
拠
点
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

20
20

20

23
0

24
5

26
4

29
0

28
6

1
1

1
2

3
3

4
4

012345

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

雇
用
者
数

立
地
企
業
数

（
人
）

（
社
）

（
年
度
）

田
村
S
IC
開
通

(H
3
1
.3
.1
7
)

産
業
団
地
の
立
地
企
業
・
雇
用
者
数

淡
路
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

（
民
間
施
設
）

淡
路
S
A
（
下
り
）

至
神
戸

至
徳
島

淡
路
北
ス
マ
ー
ト
IC

交
通
量
（
R
4
年
）

約
6
7
0
台
/日
（
入
口
の
み
）

至 淡
路
S
A

（
上
り
）

［
民
間
施
設
直
結
ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
（
淡
路
北
ス
マ
ー
ト
IC
）
］

淡
路
北
ス
マ
ー
ト
IC
の
利
用
理
由

7
9
.5
％

1
6
.5
％

6
.5
％

ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス

・
S
A
利
用

付
近
通
過

渋
滞
回
避

約
8
割
が
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
・
S
A
を
利

用
す
る
た
め
に
ス
マ
ー

ト
IC
を
利
用

1
0
0
％

5
0
％

0
％

※
集
計
期
間
:R
2
.7
.2
2
～
R
2
.8
.9

淡
路
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
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３
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の
整
備

（
３
）
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
強
化
や
公
共
交
通
支
援
の
推
進

■
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
間
の
接
続
（
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
）
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
空
間
を
創
出
す
る

バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
環
境
負
荷
の
低
減
や
地
域
活
性
化
に
資
す
る
、
B
R
T
な
ど
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
や
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

入
を
促
進
し
ま
す
。

※
1
：
交
通
拠
点
の
機
能
強
化
に
関
す
る
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
国
土
交
通
省
道
路
局
）

○
供
用
中
の
バ
ス
タ
新
宿
に
加
え
、
品
川
駅
西
口
、
神
戸
三
宮

駅
な
ど
事
業
中
の
全
国
７
箇
所
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
手
法
を
活
用
し
て
バ
ス
タ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

○
自
動
運
転
車
両
等
の
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
乗
り
入
れ
へ
の
対
応
な
ど
、
バ
ス
タ
の
活
用
範
囲
の

拡
大
を
推
進

○
道
路
空
間
を
活
用
し
た
様
々
な
規
模
・
タ
イ
プ
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
ハ
ブ
を
整
備
す
る
上
で
の
法
的
課
題
や
事
業
ス
キ
ー

ム
を
検
討

【
交
通
拠
点
の
事
業
展
開
、
取
組
の
深
化
】

•交
通
拠
点
の
機
能
強
化
に
係
る
計
画
策
定
等
に
際
し
て
参
考
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
※
1
を
策
定
（
令
和
３
年
４
月
）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

［
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
検
討
箇
所
と
進
捗
状
況
］

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
乗
り
入
れ

に
も
対
応
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
イ
メ
ー
ジ
(呉
駅
)

神
戸

三
宮

駅
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

R
2
.4

 事
業

化

新
潟

駅
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

R
2
.4

 事
業

化札
幌

駅
周

辺
R

5
.4

 事
業

化

仙
台

駅
周

辺

静
岡

駅
周

辺

呉
駅

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
R

3
.4

 事
業

化

西
鉄

久
留

米
駅

周
辺

長
崎

市
中

心
部

び
わ

こ
文

化
公

園
都

市
周

辺

近
鉄

四
日

市
駅

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
R

3
.4

 事
業

化

※
令

和
6
年

4
月

1
日

時
点 潮

来
IC

周
辺

大
宮

駅
周

辺

八
王

子
駅

周
辺

渋
谷

駅
周

辺

横
浜

青
葉

IC
周

辺

バ
ス

タ
新

宿
H

2
8
.4

開
業 品

川
駅

西
口

基
盤

整
備

H
3
1
.4

事
業

化

追
浜

駅
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

R
3
.4

事
業

化
富

浦
IC

周
辺

＜
凡

例
＞

★
供

用
中

●
事

業
中

○
調

査
中

津
駅

周
辺

沖
縄

市
胡

屋
・
中

央
地

区

松
山

都
市

圏

名
護

漁
港

周
辺

［
交
通
結
節
機
能
の
強
化
イ
メ
ー
ジ
］

［
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
の
事
例
］

高
速
バ
ス
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
結

節
す
る
さ
い
た
ま
新
都
心
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
さ
い
た
ま
市
）

○
地
方
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
に
位
置
付
け
ら
れ
た
地

域
公
共
交
通
の
走
行
環
境
整
備
を
重
点
的
に
支
援

【
B
R
T
な
ど
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
】

（
給
電
器
）

（
給
電
器
）

次
世

代
モ

ビ
リ

テ
ィ

が
乗

り
入

れ
る

デ
ッ

キ

一
般

車
・
タ

ク
シ

ー
乗

降
場
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※
1
：

平
均

旅
行

速
度

（
高

速
道

路
、

一
般

国
道

、
主

要
地

方
道

及
び

都
道

府
県

道
を

対
象

に
E
T
C

2
.0

よ
り

算
出

）
※

2
：

上
位

1
0
％

タ
イ

ル
速

度
（

算
出

条
件

は
同

上
）

※
3
：

有
識

者
の

意
見

を
踏

ま
え

、
道

路
空

間
を

活
用

し
た

地
域

経
済

活
性

化
戦

略
や

社
会

実
験

・
実

装
に

関
す

る
研

究
を

実
施

※
4
：

既
設

の
2
車

線
道

路
に

付
加

車
線

を
設

置
し

、
交

通
容

量
を

拡
大

す
る

手
法

（
４

）
道

路
の

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
向

上
に

向
け

た
今

後
の

展
開

■
シ

ー
ム

レ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

あ
た

っ
て

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

階
層

に
応

じ
た

道
路

の
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

の
向

上
を

推
進

し
ま

す
。

【
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
向
上
の
取
組
】

【
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
観
測
・
評
価
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
交

通
量

の
偏

り
や

渋
滞

頻
発

箇
所

な
ど

、
偏

在
す

る
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

課
題

に
よ

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
低

下

※
5
：

信
号

待
ち

時
間

の
削

減
に

よ
る

交
通

円
滑

性
の

向
上

や
、

5
枝

以
上

の
多

枝
交

差
点

に
お

け
る

処
理

能
力

の
向

上
に

よ
る

交
通

容
量

の
拡

大
等

が
見

込
ま

れ
る

交
差

点
に

お
い

て
導

入
を

検
討

※
6
：

国
土

交
通

省
、

警
察

、
地

方
公

共
団

体
、

高
速

道
路

会
社

、
学

識
経

験
者

、
関

連
団

体
、

事
業

者
等

で
構

成
さ

れ
る

災
害

時
交

通
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
検

討
会

を
通

じ
て

実
施

○
「

時
間

別
・

箇
所

別
・

方
向

別
」

の
デ

ー
タ

か
ら

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

低
い

箇
所

の
要

因
を

分
析

○
求

め
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
に

応
じ

た
局

所
的

・
面

的
な

渋
滞

対
策

や
、

２
＋

１
車

線
化

※
4
 、

ラ
ウ

ン
ド

ア
バ

ウ
ト

※
5
、

交
通

容
量

の
有

効
活

用
な

ど
新

た
な

対
策

を
推

進

○
災

害
時

は
災

害
時

交
通

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

※
6
を

行
う

と
と

も
に

、
「

道
路

復
旧

見
え

る
化

マ
ッ

プ
」

に
て

交
通

状
況

を
公

表

○
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

を
デ

ー
タ

で
評

価
し

、
効

率
的

・
効

果
的

な
対

策
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

デ
ー

タ
の

取
得

や
基

準
等

の
整

備
を

推
進

○
地

域
道

路
経

済
戦

略
研

究
会

※
3
等

を
活

用
し

、
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

の
観

測
・

評
価

手
法

の
検

討
や

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進

○
E
T
C
2
.0

等
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
す

る
新

た
な

道
路

交
通

調
査

体
系

の
構

築
に

向
け

、
従

来
の

全
国

道
路

・
街

路
交

通
情

勢
調

査
の

高
度

化
・

効
率

化
を

推
進

新
た

な
道

路
交

通
調

査
体

系

実
勢

速
度

※
1
（

3
6
km

/h
）

は
自

由
走

行
速

度
※

2
（

6
1
km

/h
）

の
６

割
程

度
（

R
３

年
度

時
点

）

施
策

目
的

に
応

じ
て

臨
機

に
利

用
状

況
を

把
握

5
年

に
1
度

の
あ

る
1
日

に
お

け
る

利
用

状
況

を
把

握

E
T
C
2
.0

等
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
よ

り
経

路
や

交
通

量
、

走
行

速
度

等
を

取
得

人
手

観
測

や
調

査
票

の
配

布
に

よ
り

道
路

利
用

状
況

を
調

査

従
来

今
後

新
た

な
対

策
の

事
例

交
通

容
量

の
有

効
活

用
の

イ
メ

ー
ジ

特
定

の
時

間
帯

・
車

線
に

集
中

し
て

い
る

交
通

量
を

分
散

し
、

交
通

容
量

を
最

大
限

活
用

道
路

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
概

念
図

３
人

流
・

物
流

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
拠

点
の

整
備

２
＋
１
車
線
（
Ｅ
３
９
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
ス
タ
バ
ン
ゲ
ル
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

渋
滞

や
雪

の
状

況
を

踏
ま

え
な

が
ら

一
般

車
両

の
移

動
抑

制
を

要
請

。

緊
急

復
旧

の
状

況
や

交
通

状
況

等
を

w
e
b
地

図
上

で
閲

覧
で

き
る

「
道

路
復

旧
見

え
る

化
マ

ッ
プ

」
を

公
表

。

［
災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
例
：
能
登
半
島
地
震
］

※
令

和
3
年

度
よ

り
一

部
実

施
中
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３
人

流
・

物
流

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
拠

点
の

整
備

（
５

）
効

率
的

・
効

果
的

な
渋

滞
対

策
■

渋
滞

に
よ

る
生

産
性

低
下

や
C
O

2
排

出
量

の
増

加
等

の
課

題
に

対
し

、
自

治
体

等
と

の
連

携
強

化
を

図
り

な
が

ら
、

渋
滞

の
現

状
及

び
要

因
に

合
わ

せ
た

効
率

的
・

効
果

的
な

ソ
フ

ト
・

ハ
ー

ド
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

○
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

、
時

間
的

・
空

間
的

に
偏

在
す

る
課

題
に

対
し

て
、

局
所

渋
滞

対
策

事
業

※
2
を

は
じ

め
と

す
る

効
率

的
・

効
果

的
な

ハ
ー

ド
対

策
や

Ｔ
Ｄ

Ｍ
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
実

施

○
渋

滞
対

策
協

議
会

※
3
に

お
い

て
、

ト
ラ

ッ
ク

や
バ

ス
等

の
利

用
者

団
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
速

効
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
に

基
づ

き
更

な
る

対
策

を
検

討

○
重

要
物

流
道

路
に

お
い

て
円

滑
な

交
通

を
確

保
す

る
た

め
、

沿
道

の
施

設
立

地
者

に
対

し
て

、
道

路
交

通
ア

セ
ス

メ
ン

ト
※

4
の

実
施

を
求

め
る

運
用

を
継

続

○
全

国
各

地
の

渋
滞

対
策

の
知

見
を

踏
ま

え
、

大
阪

・
関

西
万

博
等

の
大

型
イ

ベ
ン

ト
時

に
お

け
る

円
滑

な
交

通
・

輸
送

の
実

現
に

資
す

る
渋

滞
対

策
や

観
光

地
の

渋
滞

対
策

を
促

進

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
全

国
の

渋
滞

対
策

協
議

会
に

お
い

て
特

定
し

た
主

要
渋

滞
箇

所
は

約
9
,0

0
0
箇

所
（

R
5
.9

時
点

）

・
渋

滞
な

ど
に

よ
る

ロ
ス

は
自

動
車

で
の

年
間

の
移

動
時

間
に

お
け

る
約

4
割

に
相

当
（

R
3
年

度
時

点
）

・
G

W
期

間
中

の
混

雑
が

平
日

よ
り

顕
著

な
区

間
※

1
 ：

約
2
,0

0
0
区

間
（

R
6
）

大
都

市
圏

の
高

速
道

路
に

お
け

る
、

E
T
C
２

.０
等

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

用
い

た
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
対

策
の

実
施

（
事

業
中

１
４

箇
所

）

※
1
：

平
均

所
要

時
間

が
平

日
よ

り
1
.5

倍
以

上
と

な
る

日
が

1
日

以
上

発
生

し
た

区
間

※
2
：

参
考

資
料

P
7
0
参

照
※

3
：

各
都

道
府

県
単

位
等

で
道

路
管

理
者

、
警

察
、

自
治

体
、

利
用

者
団

体
等

が
地

域
の

主
要

渋
滞

箇
所

を
特

定
し

、
ソ

フ
ト

･ハ
ー

ド
を

含
め

た
対

策
を

検
討

･実
施

す
る

た
め

に
設

置

国
道

の
通

行
規

制
及

び
臨

時
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
専

用
レ

ー
ン

と
し

て
の

運
用

、
道

の
駅

や
大

会
会

場
で

チ
ラ

シ
や

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

利
用

し
た

渋
滞

状
況

や
推

奨
ル

ー
ト

の
情

報
提

供
等

の
対

策
を

実
施

（
R
6
.4

）

［
渋
滞
対
策
の
例
②
鈴
鹿
F
1
グ
ラ
ン
プ
リ
］

バ
ス

専
用

レ
ー

ン
設

置
道

の
駅

で
の

情
報

提
供

［
局
所
渋
滞
対
策
事
業
の
流
れ
］

※
4
：

立
地

前
に

周
辺

交
通

に
与

え
る

影
響

を
予

測
し

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
既

存
の

交
通

に
支

障
な

く
施

設
を

立
地

さ
せ

る
と

と
も

に
、

立
地

後
に

交
通

状
況

が
悪

化
し

た
場

合
の

追
加

対
策

に
つ

い
て

検
討

⇒
時
間
変
動
料
金
社
会
実
験
（
R
5
.7
～
）

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
（
上
り
）

⇒
付
加
車
線
設
置
（
H
3
0
運
用
開
始
）

⇒
付
加
車
線
整
備
中

⇒
付
加
車
線
整
備
中

⇒
付
加
車
線
整
備
中

⇒
付
加
車
線
設
置
（
R
2
運
用
開
始
）

⇒
大
和
ト
ン
ネ
ル
東
側
：
付
加
車
線
整
備
中

⇒
綾
瀬
S
IC
付
近
：付
加
車
線
整
備
中

⇒
大
和
ト
ン
ネ
ル
西
側
：
付
加
車
線
設
置
済
み
（
R
3
）

⇒
海
老
名
Ｊ
Ｃ
Ｔ
：
車
線
運
用
変
更
（
H
2
7
:内
回
り
、
H
2
8
外
回
り
運
用
開
始
）

⇒
付
加
車
線
設
置
（
H
2
7
運
用
開
始
）

⇒
線
形
改
良
（R
3
運
用
開
始
）

付
加
車
線
整
備
中

⇒
3
車
線
か
ら
4
車
線
に
拡
幅
完
了
（
H
3
0
）

⇒
3
車
線
か
ら
4
車
線
に
拡
幅
完
了
（
H
3
0
）

関
越
道
（
上
り
）
花
園
付
近
<
６
車
線
>

関
越
道
（
上
り
）
高
坂
Ｓ
Ａ
付
近
<
６
車
線
>

中
央
道
（
下
り
）
相
模
湖
付
近
<
４
車
線
>

中
央
道
（
上
り
）
小
仏
ト
ン
ネ
ル
付
近
<
４
車
線
>

京
葉
道
路
（
上
り
）
武
石
～
船
橋
付
近
<
４
車
線
>

（
上
り
）
千
葉
東
J
C
T
付
近
<
４
車
線
>

・
東
名
高
速
大
和
ト
ン
ネ
ル
付
近
<
６
車
線
>

・
東
名
高
速
・
圏
央
道
海
老
名
J
C
T

中
央
道
（
上
り
）
調
布
付
近
<
４
車
線
>

中
央
道
（
上
り
）
三
鷹
Ｂ
Ｓ
付
近
<
４
車
線
>

首
都
高
板
橋
・
熊
野
町
J
C
T
間
<
４
車
線
>

首
都
高
堀
切
・
小
菅
J
C
T
間
<
４
車
線
>

中
央
道
（
下
り
）
日
野
B
S
付
近
<
４
車
線
>

⇒
付
加
車
線
整
備
中

⇒
時
間
変
動
料
金
社
会
実
験
（
R
5
.7
～
）

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
（
上
り
）

［
渋
滞
対
策
の
例
①
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
策
］
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○
全
国
の
料
金
割
引
に
つ
い
て
、
現
在
の
主
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
割
引
内
容
の
見
直
し
を
検
討
・
実
施

※
1
：
参
考
資
料
P
8
4
,8
5
参
照

※
2
：
参
考
資
料
P
8
1
参
照

※
3
：
参
考
資
料
P
8
6
参
照

■
国
土
幹
線
道
路
部
会
の
中
間
答
申
※
1
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
高
速
道
路
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
新
た
な

料
金
体
系
の
導
入
な
ど
の
検
討
を
推
進
し
ま
す
。

■
高
速
道
路
を
よ
り
賢
く
使
う
た
め
、
混
雑
状
況
に
応
じ
た
料
金
の
本
格
導
入
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

（
６
）
交
通
流
を
最
適
化
す
る
料
金
施
策
の
導
入

３
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の
整
備

【
大
口
･多
頻
度
割
引
の
拡
充
措
置
の
継
続
】

○
E
T
C
2
.0
を
利
用
す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
を
対
象
に
、
大
口
･

多
頻
度
割
引
の
拡
充
措
置
を
継
続
※
3

（
令
和
５
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
実
施
）

【
大
都
市
圏
料
金
の
見
直
し
】

①
利
用
度
合
い
に
応
じ
た
公
平
な
料
金
体
系

②
管
理
主
体
を
越
え
た
シ
ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系

③
交
通
流
動
の
最
適
化
の
た
め
の
戦
略
的
な
料
金
体
系

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
現
行
の
料
金
割
引
の
見
直
し
】

首
都
圏
、
近
畿
圏
、
中
京
圏
で
順
次
料
金
見
直
し
を
実
施

［
平
成
2
7
年
７
月
料
金
の
賢
い
３
原
則
］

○
大
都
市
圏
の
高
速
道
路
の
慢
性
的
な
渋
滞
の
解
消
等
に
向
け
、

利
用
距
離
に
料
金
が
比
例
す
る
対
距
離
料
金
の
導
入
を
推
進

［
令
和
5
年
7
月
～
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
混
雑
状
況
に
応
じ
た
料
金
］

○
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
（
上
り
線
）
に
て
、
休
日
の
激
し
い
渋

滞
へ
の
対
策
と
し
て
、
混
雑
状
況
に
応
じ
た
料
金
(時
間
変
動

料
金
)を
社
会
実
験
と
し
て
実
施
。
時
間
変
動
料
金
に
つ
い
て
、

地
域
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
渋
滞
緩
和
や
観
光
需
要
の

平
準
化
の
観
点
か
ら
拡
大

＜
休
日
の
渋
滞
回
数
と
実
験
料
金
パ
タ
ー
ン
（
R
5
.7
～
）
＞

30
0

20
0

10
0

（
渋
滞
回
数
）

0

～～

1
,2
0
0
円

6
0
0
円

通
常
：
8
0
0
円

（
E
T
C
普
通
車
）

交
通
量
の

分
散
・
平
準
化

※
令
和
元
年
度

デ
ー
タ

（
時
）

※
R
5
.7
.2
2
∼
1
2
.3
の
デ
ー
タ
に
お
け
る
速
報

＜
平
均
日
交
通
量
と
通
過
所
要
時
間
＞

※
2

＜
千
葉
県
外
か
ら
の
来
訪
者
の

県
内
滞
在
時
間
＞

※
R
5
.7
.2
2
∼
1
0
.2
9
の
デ
ー
タ
に
お
け
る
速
報

（
千
葉
県
観
光
企
画
課
調
べ
（
令
和
5
年
1
2
月
）

52
分

41
分

約
1
1
分
減
少

平
均
通
過
所
要
時
間

（
土
曜
日
ピ
ー
ク
時
間
帯
）

29
,3

00
台

/日
30

,1
00
台

/日

約
8
0
0
台
/日
増
加

社
会
実
験
前

（
R
4
）

社
会
実
験
後

（
R
5
）

平
均
日
交
通
量

社
会
実
験
前

（
R
4
）

社
会
実
験
後

（
R
5
）

5.
33

時
間

/日

6.
42

時
間

/日

+
1
.1
時
間
増
加

社
会
実
験
前

（
R
4
）

N
=
1
1
,4
2
6

社
会
実
験
後

（
R
5
）

N
=
2
5
,3
2
4

（
約
2
0
％
）

・
観
光
需
要
の
平
準
化
の
た
め
、
繁
忙
期
（
年
末
年
始
・
G
W
・
お
盆
・
シ
ル

バ
ー
ウ
イ
ー
ク
）
の
休
日
割
引
の
適
用
除
外
や
、
高
速
道
路
の
周
遊
パ
ス
の
平

日
の
実
質
割
引
率
拡
充
を
実
施

【
令
和
６
年
度
以
降
、
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
を
適
用
除
外
日
に
追
加
】

【
令
和
７
年
度
以
降
も
、
休
日
と
平
日
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
を
引
き
続
き

検
討
】

・
深
夜
割
引
に
つ
い
て
、
料
金
所
に
お
け
る
車
両
の
滞
留
等
を
踏
ま
え
、
割
引
時

間
帯
の
走
行
分
の
み
を
割
引
の
対
象
と
し
、
あ
わ
せ
て
割
引
時
間
帯
を
拡
大

【
令
和
６
年
度
末
頃
に
運
用
開
始
予
定
】

・
勤
務
形
態
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
適
用
時
間
帯
が
柔
軟
化
し
た
通
勤
パ
ス
を
導

入
【
令
和
６
年
４
月
～
全
国
６
道
県
（
北
海
道
・
新
潟
県
・
石
川
県
・
山
梨

県
・
香
川
県
・
長
崎
県
）
で
試
行
】

現
行
の
平
日
朝
夕
割
引
に
か
え
て
令
和
８
年
度
中
の
本
格
展
開
を
目
指
す
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３
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の
整
備

（
７
）
道
路
分
野
に
お
け
る
物
流
支
援

■
2
0
2
4
年
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
的
な
物
流
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
５
年
６
月
に
と
り
ま
と
め
た

「
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
に
基
づ
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
、
省
人
化
・
自
動
化

に
よ
る
物
流
効
率
化
等
の
た
め
の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。 【
省
人
化
の
た
め
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
促
進
】

○
持
続
可
能
で
、
賢
く
、
安

全
な
、
全
く
新
し
い
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
型
の

物
流
革
新
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
自
動

物
流
道
路
の
構
築
に
向
け
、

引
き
続
き
検
討
※
１

【
自
動
物
流
道
路
の
構
築
】

【
そ
の
他
物
流
の
効
率
化
等
に
向
け
た
取
組
】

○
実
証
実
験
や
拠
点
の
整
備
等
に
よ
り
中
継
輸
送
の
実

用
化
・
普
及
を
推
進

○
試
行
を
開
始
し
た
特
殊
車
両
通
行
制
度
に
関
す
る
通

行
時
間
帯
条
件
の
緩
和
（
前
後
１
時
間
拡
大
等
）
の

効
果
や
影
響
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

○
道
路
情
報
の
電
子
化
の
推
進
等
に
よ
り
、
特
殊
車
両

通
行
手
続
き
期
間
を
短
縮
し
、
利
便
性
向
上
を
図
る

○
運
行
状
況
や
事
業
者
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
路
線
拡
充
を
実

施
し
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
に
対
応
し
た
駐
車
マ
ス
を

整
備

省
人
化
、
生
産
性
向
上

拡
充
前
：
約
5
,1
4
0
km

拡
充
後
：
約
6
,3
3
0
km

：
現
在
走
行
区
間

：
拡
充
区
間

・
高
速
道
路
に
お
い
て
､大
型
車
の
駐
車
マ
ス
不
足
が
問
題
化

・
大
型
車
駐
車
マ
ス
数

H
2
9
年
度
約
2
7
,0
0
0
台
→
R
5
年
度
約
3
0
,5
0
0
台

【
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
実
な
休
憩
機
会
の
確
保
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
駐
車
マ
ス
拡
充
に
加
え
、
駐
車
マ
ス
の

立
体
構
造
化
、
複
数
縦
列
式
駐
車
場
の

整
備
も
進
め
る

複
数
縦
列
式
駐
車
場
の
イ
メ
ー
ジ

○
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

確
実
な
休
憩
機
会
の
提
供

の
た
め
、
6
0
分
以
内
の

短
時
間
限
定
駐
車
マ
ス
を
整
備

出
発

8
:4
5

８
：
3
0
に

出
た
い

・・
・

・・
・

出
発

8
:3
0

出
発

8
:1
5

出
発

8
:0
0

出
発

9
:0
0

出
発
希
望
時
間
の
列
に
駐
車

※
１
：
自
動
物
流
道
路
の
あ
り
方
中
間
と
り
ま
と
め
（
令
和
６
年
７
月
2
5
日
策
定
）
（
参
考
資
料
P
6
7
参
照
）

[路
線
拡
充
区
間
(R
6
.7
時
点
)]

・
申
請
者
数
16
社
、
許
可
件
数
41
4件
(の
べ
)（
R
6年
3月
末
時
点
）

・
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
優
先
駐
車
マ
ス
:3
13
台
（
R
6年
3月
末
時
点
）

[自
動
物
流
道
路
の
イ
メ
ー
ジ
]

物
流
専
用
空
間
内
に
荷
物
を
滞
留
さ
せ
る

バ
ッ
フ
ァ
リ
ン
グ
機
能
で
物
流
需
要
を
平
準
化

積
み
替
え
を
自
動
化

鉄
道
と
連
携

都
市
内
再
開
発
と
連
携

港
湾
と
連
携

空
港
と
連
携

自
動
化
さ
れ
た

小
口
多
頻
度
輸
送

（
2
4
時
間
稼
働
）

標
準
化
さ
れ
た
荷
物

ト
ラ
ッ
ク
と
連
携
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○
「

海
外

イ
ン

フ
ラ

展
開

法
」

に
基

づ
き

、
高

速
道

路
会

社
等

と
と

も
に

、
我

が
国

事
業

者
の

海
外

展
開

を
推

進

○
円

借
款

で
建

設
す

る
ト

ン
ネ

ル
や

橋
梁

等
の

O
&

M
事

業
※

4
の

案
件

獲
得

に
向

け
た

支
援

・
働

き
か

け
を

実
施

○
気

候
変

動
へ

の
対

応
等

の
世

界
の

潮
流

を
捉

え
、

我
が

国
の

優
れ

た
低

炭
素

技
術

等
（

A
s再

生
技

術
等

）
の

展
開

を
支

援

・
ア

ジ
ア

地
域

の
交

通
イ

ン
フ

ラ
（

道
路

、
鉄

道
、

港
湾

、
空

港
）

の
需

要
は

5
,2

0
0
億

米
ド

ル
/年

（
2
0
1
6
-2

0
3
0
年

）
※

2

・
海

外
建

設
市

場
で

は
、

近
年

急
速

に
中

韓
企

業
が

受
注

を
伸

ば
し

て
い

る
※

3

■
世

界
の

イ
ン

フ
ラ

需
要

を
取

り
込

み
、

我
が

国
の

持
続

的
な

経
済

成
長

を
実

現
す

る
た

め
、

「
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
海

外
展

開
戦

略
2
0
2
5
」

の
追

補
※

1
等

を
踏

ま
え

、
官

民
一

体
で

海
外

道
路

案
件

の
獲

得
を

目
指

し
ま

す
。

（
８

）
道

路
分

野
に

お
け

る
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
輸

出
３

人
流

・
物

流
を

支
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

拠
点

の
整

備

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

海 外 建 設 市 場( 全 世 界 計)

上 位 位 以 内 に お け る

日 中 韓 企 業 の 売 上 高 合 計

5
0

※
1
：

「
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
海

外
展

開
戦

略
2
0
2
5
」

に
対

し
、

分
野

別
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

策
定

や
行

動
K
P
I

の
多

層
化

に
加

え
、

具
体

的
施

策
を

追
補

し
た

も
の

（
2
0
2
3
年

６
月

経
協

イ
ン

フ
ラ

戦
略

会
議

決
定

）
※

2
：

A
si

a
n
 D

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

B
a
n
k 

 M
e
e
ti
n
g
 A

si
a
’s

 I
n
fr

a
st

ru
ct

u
re

 N
e
e
d
s

※
3
：

E
N

R
’s

 T
h
e
 T

o
p
 I

n
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
C
o
n
tr

a
ct

o
rs

（
2
0
0
3
,2

0
2
3
年

）
E
N

R
社

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

世
界

シ
ェ

ア
上

位
企

業
の

受
注

実
績

か
ら

国
別

に
集

計
※

4
：

O
＆

M
 ：

O
p
e
ra

ti
o
n

＆
M

a
in

te
n
a
n
ce

（
運

営
・

維
持

管
理

）

【
米
国
】

N
EX

C
O
西
日
本
（
20

11
.1
～
）

［
道
路
P
P
P
事
業
の
主
な
参
画
実
績
］
［
高
速
道
路
会
社
の
海
外
拠
点
］

【
イ
ン
ド
】
N

EX
C

O
東
日
本
（
20

19
.1

1～
）

【
ベ
ト
ナ
ム
】

N
EX

C
O
中
日
本
（
20

08
.1

2～
）

＜
上

記
の

ほ
か

、
グ

ル
ー

プ
会

社
の

中
日

本
エ

ク
シ

ス
が
台
湾

で
、

子
会

社
を

保
有

＞

【イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】

NE
XC

O
西
日
本
（2

01
1.

7～
）

【
米
国
】

N
EX

C
O
中
日
本

（
20

19
.8
～
）

第
１

回
舗

装
専

門
家

会
合

（
2
0
2
4
.2

.6
）

【フ
ィ
リ
ピ
ン
】

NE
XC

O
中
日
本
（2

01
9.

10
～
）

・
首

都
高

速
が

現
地

法
人

を
設

立
（

タ
イ

）
首

都
高

速
が

タ
イ

で
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
事

業
等

を
行

う
た

め
、

現
地

法
人

を
2
0
2
4
年

６
月

に
設

立
今

後
、

道
路

等
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

・
維

持
管

理
等

の
分

野
を

中
心

に
事

業
展

開
予

定

・
日

A
S
E
A
N

舗
装

維
持

管
理

共
同

研
究

日
A
S
E
A
N

交
通

連
携

の
枠

組
の

中
で

実
施

し
て

い
る

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

A
S
E
A
N

地
域

に
お

け
る

道
路

舗
装

の
品

質
向

上
に

向
け

て
我

が
国

技
術

を
P
R

［
高
速
道
路
会
社
の
海
外
展
開
の
事
例
］

・
構

造
物

非
破

壊
点

検
事

業
（

米
国

）
N

E
X
C
O

西
日

本
の

米
国

現
地

法
人

は
、

赤
外

線
等

の
非

破
壊

点
検

技
術

を
活

用
し

た
橋

梁
・

舗
装

・
ト

ン
ネ

ル
等

の
イ

ン
フ

ラ
構

造
物

の
点

検
業

務
を

受
注

【
タ
イ
】
首
都
高
速
（
20

11
.6
～
）
、
阪
神
高
速
（
20

23
.4

~）

［
案
件
獲
得
に
向
け
た
支
援
の
事
例
］

赤
外

線
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
版

の
点

検
02040608010
0

日
本

韓
国

中
国

20
02

20
22

（
十

億
米

ド
ル

）

約
1
.4

 倍
約

1
2
倍

約
3
2
倍

赤
外

線
カ

メ
ラ

等
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基
本
方
針

イ
ン

フ
ラ

等
の

整
備

が
直

接
的

に
関

わ
る

も
の

（
建

設
輸

送
に

よ
る

道
路

利
用

約
2
%

を
含

む
）

イ
ン

フ
ラ

整
備

等
に

よ
り

削
減

に
貢

献
で

き
る

も
の

道
路

利
用

約
1
5
.9

%

（
建

設
輸

送
約

2
.3

%
）

道
路

管
理

約
0
.1

%

道
路

整
備

約
1
.3

%

主
要

な

材
料

生
産

鉄
道

・
船

舶
・

航
空

輸
送

お
よ

び
家

庭
や

オ
フ

ィ
ス

、
商

業
施

設
等

そ
の

他

約

気
候

変
動

の
世

界
的

危
機

に
対

し
、

道
路

分
野

で
も

、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
炭

素
中

立
）

に
取

組
み

ま
す

。

G
X
の
推
進
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現

～
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
～

我
が

国
の

C
O

2
排

出
量

全
体

の
概

ね
３

分
の

２
が

、
イ

ン
フ

ラ
分

野
に

関
わ

り
の

あ
る

排
出

。
道

路
分

野
で

は
、

国
内

総
排

出
量

の
約

1
7
%

(約
1
.8

億
㌧

-
C
O

2
 /

年
)を

占
め

る
。

(参
考

)我
が

国
の

C
O

2
排

出
量

（
2
0
2
2
年

）
※

1
約

1
0
.4

億
㌧

-C
O

2

政
府

目
標

で
あ

る
「

2
0
3
0
年

度
に

温
室

効
果

ガ
ス

の
4
6
%

削
減

、
2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
」

を
目

指
す

た
め

、
道

路
の

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

推
進

戦
略

に
基

づ
き

取
り

組
む

。

[道
路
交
通
の
グ
リ
ー
ン
化

を
支
え
る
道
路
空
間

]
[低
炭
素
な
人
流
・
物
流
へ
の
転
換

]

[道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
の
低
炭
素
化

]

L
E
D

照
明

の
導

入
を

推
進

E
V

充
電

施
設

の
設

置
の

促
進

「
2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

」
の

政
府

目
標

達
成

に
対

し
、

「
道

路
に

お
け

る
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
戦

略
」

を
踏

ま
え

現
在

の
取

組
の

加
速

化
と

更
な

る
施

策
推

進
に

加
え

、
他

分
野

と
の

共
創

領
域

の
深

堀
、

関
係

機
関

と
の

連
携

が
必

要
「

2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

」
の

政
府

目
標

達
成

に
対

し
、

「
道

路
に

お
け

る
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
戦

略
」

を
踏

ま
え

現
在

の
取

組
の

加
速

化
と

更
な

る
施

策
推

進
に

加
え

、
他

分
野

と
の

共
創

領
域

の
深

堀
、

関
係

機
関

と
の

連
携

が
必

要

４

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

●
我

が
国

に
お

け
る

C
O

2
排

出
量

●
道

路
に

お
け

る
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
戦

略

自
転

車
の

利
用

促
進

渋
滞

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

対
策

付
加

車
線

の
設

置

[道
路
交
通
の
適
正
化

]

※
1
：

「
総

合
エ

ネ
ル

ギ
ー

統
計

」
(2

0
1
3
/2

0
2
2
)、

「
温

対
法

に
基

づ
く

事
業

者
別

排
出

係
数

の
算

出
及

び
公

表
に

つ
い

て
」

(2
0
1
2
/2

0
2
1
年

度
実

績
)等

に
基

づ
き

作
成

2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

宣
言

（
2
0
2
0
.1

0
）

地
球

温
暖

化
対

策
計

画
（

2
0
2
1
.1

0
 閣

議
決

定
）

我
が

国
全

体
に

お
け

る
対

策
評

価
指

標
、

排
出

削
減

見
込

量
、

対
策

を
推

進
す

る
た

め
の

国
の

施
策

、
地

方
公

共
団

体
が

実
施

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

施
策

例
等

を
規

定

２ ０ ４ ０ 年 道 路 政 策 ビ ジ ョ ン

（ ２ ０ ２ ０ ・ ６ ）

国
土

交
通

省
環

境
行

動
計

画
（

2
0
2
1
.1

2
）

国
土

交
通

省
に

お
け

る
環

境
関

連
施

策
の

充
実

・
強

化
を

図
り

、
2
0
5
0

年
ま

で
を

見
据

え
つ

つ
2
0
3
0
年

度
ま

で
を

計
画

期
間

と
し

て
、

計
画

的
・

効
果

的
な

実
施

を
推

進

高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の あ り 方

中 間 と り ま と め （ Ｗ Ｉ Ｓ Ｅ Ｎ Ｅ Ｔ の 実 現 ）

（ ２ ０ ２ ３ ・ １ ０ ）

道
路

に
お

け
る

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

推
進

戦
略

●
各

種
計

画
等

と
の

関
係
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（
１

）
道

路
交

通
の

グ
リ

ー
ン

化
を

支
え

る
道

路
空

間

■
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
の

潮
流

を
踏

ま
え

、
関

係
省

庁
等

と
連

携
し

、
次

世
代

自
動

車
の

開
発

及
び

普
及

を
促

進
さ

せ
る

と
と

も
に

、
道

路
空

間
に

お
け

る
発

電
・

送
電

・
給

電
等

の
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

道
路

交
通

の
グ

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

へ
の

転
換

を
進

め
、

C
O

2
排

出
量

の
削

減
を

推
進

し
ま

す
。

・
E
V
充

電
施

設
の

整
備

状
況

：
R
6
年

4
月

時
点

「
道

の
駅

」
8
6
0
駅

(約
7
1
％

)
S
A
/P

A
4
3
1
箇

所
(約

4
7
％

)

・
E
V
充

電
施

設
案

内
サ

イ
ン

の
設

置
数

：
R
6
年

4
月

時
点

「
道

の
駅

」
4
1
8
駅

S
A
/P

A
2
9
3
箇

所

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
給
電
：
充
電
・
充
て
ん
イ
ン
フ
ラ
設
置
へ
の
協
力
等
】

○
E
V

充
電

施
設

や
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

設
置

協
力

、
E
V
充

電
施

設
案

内
サ

イ
ン

の
整

備
等

に
よ

り
、

次
世

代
自

動
車

の
普

及
を

促
進４

G
X
の

推
進

に
よ

る
脱

炭
素

社
会

の
実

現

送
電

網
の

収
容

に
道

路
空

間
を

活
用

（
交

通
等

に
支

障
の

な
い

地
中

化
等

を
想

定
）

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
停

車
す

る
大

型
の

次
世

代
自

動
車

（
足

柄
S
A
(下

り
)）

明
石

海
峡

大
橋

出
典

：
関

西
電

力
送

配
電

H
P

E
V

充
電

施
設

の
設

置
を

促
進

【
発
電
：
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
等
】

○
道

路
管

理
に

活
用

す
る

た
め

、
次

世
代

型
太

陽
電

池
の

導
入

可
能

性
を

検
討

し
つ

つ
、

道
路

交
通

の
安

全
や

維
持

管
理

作
業

の
支

障
と

な
ら

な
い

道
路

区
域

に
お

い
て

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

を
推

進
道

路
空

間
の

太
陽

光
発

電
設

備

・
N

E
X
C
O

３
社

の
E
V
充

電
器

整
備

目
標

6
4
0
口

(R
5
) 

⇒
 約

1
,1

0
0
口

(R
7
)

・
「

道
の

駅
」

の
E
V
充

電
器

整
備

目
標

9
4
3
口

(R
5
) 

⇒
 1

,0
0
0
～

1
,5

0
0
口

(R
1
2
)

E
V

充
電

施
設

案
内

サ
イ

ン

○
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

高
い

地
域

と
電

力
需

要
地

を
結

ぶ
電

力
の

広
域

連
携

系
統

整
備

に
対

し
て

、
送

電
網

の
収

容
に

道
路

空
間

を
活

用

【
送
電
等
：
電
力
系
統
整
備
等
へ
の
協
力
】

【
走
行
環
境
：
次
世
代
自
動
車
の
開
発
・
普
及
促
進
】

○
大

型
の

次
世

代
自

動
車

の
寸

法
等

の
大

型
化

の
動

向
を

踏
ま

え
、

車
両

の
一

般
的

制
限

値
の

緩
和

や
道

路
構

造
の

基
準

の
見

直
し

等
に

つ
い

て
検

討

※
１

：
充

電
イ

ン
フ

ラ
整

備
促

進
に

向
け

た
指

針
（

令
和

５
年

1
0
月

：
経

済
産

業
省

）

※
１

E
V

充
電

施
設

案
内

サ
イ

ン

○
低

炭
素

水
素

等
の

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

の
円

滑
な

設
置

の
協

力
に

よ
り

、
低

炭
素

水
素

等
の

活
用

を
促

進

○
走

行
中

給
電

に
関

す
る

技
術

の
現

状
を

分
析

し
、

導
入

可
能

性
を

検
討
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４
G
X
の
推
進
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現

○
歩
行
者
や
自
動
車
と
適
切
に
分
離
さ
れ
た
自
転
車
や
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の
通
行
空
間
の
整
備
を
推
進

○
公
共
交
通
や
自
転
車
等
が
連
携
し
た
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
・
サ
イ
ク
ル
バ
ス
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
等
の
普
及
を
促
進

○
B
R
T
等
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
や
、
バ
ス
タ
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
等
の
交
通
拠
点
整
備
を
推
進

○
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
(ほ
こ
み
ち
)の
活
用
や
、
ゾ
ー
ン
3
0

プ
ラ
ス
の
取
組
等
に
よ
り
、
人
優
先
の
安
全
・
安
心
な
通
行

空
間
の
整
備
を
推
進

（
２
）
低
炭
素
な
人
流
・
物
流
へ
の
転
換

■
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
よ
り
低
炭
素
な
交
通
手
段
へ
の
転
換
を
進
め
る
と
と
も
に
、

輸
送
量
の
向
上
や
物
流
の
効
率
化
等
を
進
め
る
こ
と
で
、
C
O
2
排
出
量
の
削
減
を
推
進
し
ま
す
。

【
人
流
：
低
炭
素
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
る
効
率
的
な
輸
送
】

【
物
流
：
効
率
的
な
物
流
輸
送
】

○
運
行
状
況
や
事
業
者
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
の
路
線
拡
充
を
実
施
し
、
駐

車
マ
ス
の
整
備
を
推
進

き
の
く
に
線
（
和
歌
山
県
）

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
例

ほ
こ
み
ち
の
活
用
事
例

自
転
車
専
用
通
行
帯
の
整
備

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
C
O
2
削
減
効
果

（
千
㌧
・
km
当
た
り
の
排
出
量
）

○
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
が
安
全
・
円
滑
な
走
行
を
行
え
る
よ
う
、

新
東
名
高
速
道
路
等
に
お
い
て
、
路
車
協
調
に
よ
る
自
動
運

転
ト
ラ
ッ
ク
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
実
施

○
持
続
可
能
で
、
賢
く
、
安
全
な
、
全
く
新
し
い
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
型
の
物
流
革
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

自
動
物
流
道
路
の
構
築
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討

バ
ス
タ
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
(三
重
県
四
日
市
市
)

[中
継
輸
送
の
イ
メ
ー
ジ
]

○
空
荷
の
削
減
等
に
よ
る
物
流
効
率
化
に
よ
り
C
O
2
の
排
出
量

削
減
が
可
能
と
な
る
中
継
輸
送
に
つ
い
て
、
実
用
化
・
普
及

に
向
け
た
実
証
実
験
の
実
施
や
中
継
拠
点
の
整
備
等
を
推
進

中
継
拠
点
の
整
備

徳
島
県
徳
島
市

山
口
県
下
関
市
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４
G
X
の
推
進
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現

（
３
）
道
路
交
通
の
適
正
化

付
加
車
線
の
設
置

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

（
付
加
車
線
の
設
置
）

面
的
な
渋
滞
対
策
の
イ
メ
ー
ジ

【
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
】

○
料
金
施
策
を
含
め
た
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
T
D
M
）
に
よ

り
、
交
通
需
要
を
分
散
す
る
こ
と
で
、
交
通
容
量
を
有
効
活
用

す
る
取
組
を
社
会
全
体
で
推
進

○
生
活
空
間
に
お
い
て
、
「
ゾ
ー
ン
3
0
プ
ラ
ス
」
を
は
じ
め
と
す

る
面
的
な
速
度
規
制
、
進
入
抑
制
及
び
速
度
抑
制
に
よ
る
交
通

安
全
対
策
に
合
わ
せ
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
幹
線
道
路
の
整
備

も
推
進
し
、
道
路
の
適
切
な
機
能
分
化
を
推
進

【
自
動
車
利
用
の
抑
制
・
分
散
の
取
組
】

大
和
ト
ン
ネ
ル
（
東
名
高
速
）

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
お
け
る
時
間
帯
別
料
金
に
関
す
る
社
会
実
験
※
2

■
局
所
的
な
渋
滞
対
策
等
に
よ
り
交
通
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
旅
行
速
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活

空
間
で
の
車
両
の
低
速
化
に
よ
る
道
路
の
機
能
分
化
を
促
す
取
組
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
の
転
換
を
促
す
こ
と
で
、

車
両
交
通
か
ら
の
C
O
2
排
出
量
の
削
減
を
推
進
し
ま
す
。

進
入
抑
制
対
策
の
例

（
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
）

※
1
：
P
2
6
参
照

※
2
：
参
考
資
料
P
8
1
参
照

○
時
間
的
・
空
間
的
に
偏
在
す
る
交
通
需
要
や
渋
滞
に
対
し
て
、

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
１

に
よ
り
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施

○
道
路
の
部
分
改
良
な
ど
機
動
的
・
面
的
な
渋
滞
対
策
や
、
踏
切

道
周
辺
の
迂
回
路
整
備
・
立
体
交
差
化
等
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
の
解
消
を
通
じ
、
交
通
の
流
れ
を
円
滑
化

○
空
き
駐
車
場
を
探
し
て
移
動
す
る
「
う
ろ
つ
き
交
通
」
へ
の
対

策
と
し
て
、
観
光
地
等
に
お
い
て
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
実
施

幹
線
道
路
整
備
の
例

（
車
線
の
増
設
）

面
的
な
交
通
安
全
対
策

＜
休
日
の
渋
滞
回
数
と
実
験
料
金
パ
タ
ー
ン
（
R
5
.7
～
）
＞

30
0

20
0

10
0

（
渋
滞
回
数
）

0

～～

1
,2
0
0
円

6
0
0
円

通
常
：
8
0
0
円

（
E
T
C
普
通
車
）

交
通
量
の

分
散
・
平
準
化

※
令
和
元
年
度

デ
ー
タ

（
時
）
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○
街

路
樹

の
計

画
的

な
整

備
や

管
理

等
に

よ
り

道
路

緑
化

と
管

理
の

充
実

を
推

進

○
低

炭
素

材
料

の
導

入
を

促
進４

G
X
の

推
進

に
よ

る
脱

炭
素

社
会

の
実

現

○
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
化

な
ど

工
法

の
工

夫
や

IC
T
施

工
の

活
用

、
低

炭
素

な
建

設
機

械
の

普
及

な
ど

に
よ

り
、

道
路

工
事

に
お

け
る

C
O

2
排

出
量

を
削

減

○
大

型
車

両
の

開
発

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、
パ

ト
ロ

ー
ル

カ
ー

な
ど

管
理

用
車

両
等

に
お

け
る

次
世

代
自

動
車

の
導

入
を

推
進

○
道

路
照

明
の

LE
D

化
・

高
度

化
を

推
進

○
道

路
分

野
に

お
け

る
C
O

2
排

出
量

・
削

減
量

の
評

価
手

法
の

標
準

化
を

検
討（

４
）

道
路

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

の
低

炭
素

化
／

生
物

多
様

性
へ

の
取

組

■
道

路
建

設
か

ら
管

理
ま

で
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
全

体
か

ら
の

C
O

2
排

出
量

の
削

減
を

推
進

し
ま

す
。

■
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
※

１
の

実
現

に
向

け
、

新
技

術
等

を
活

用
し

つ
つ

、
更

な
る

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

・
道

路
の

整
備

に
お

け
る

C
O

2
排

出
量

：
R
4
年

度

約
1
,3

3
0
万

㌧
‐C

O
2
/年

（
国

内
総

排
出

量
の

約
1
.3

％
）

・
道

路
の

維
持

管
理

に
お

け
る

C
O

2
排

出
量

：
R
4
年

度

約
1
4
0
万

㌧
‐C

O
2
/年

（
国

内
総

排
出

量
の

約
0
.1

％
）

【
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
】

○
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

計
画

的
・

集
中

的
に

長
寿

命
化

を
図

り
、

イ
ン

フ
ラ

の
更

新
頻

度
を

減
ら

す
こ

と
に

よ
り

低
炭

素
化

を
推

進

沖
縄

県
名

護
市

【
道
路
緑
化
の
推
進
と
管
理
・
低
炭
素
材
料
の
活
用
】

管
理

用
車

両
を

次
世

代
自

動
車

へ
転

換
（

出
典

：
首

都
高

速
道

路
）

道
路

緑
化

の
推

進

低
炭

素
な

建
設

機
械

の
普

及
を

促
進

（
出

典
：

竹
内

製
作

所
H

P
）

（
出

典
：

V
O

L
V

O
 C

o
n
st

ru
ct

io
n

E
q
u
ip

m
e
n
t 

Ja
p
a
n
 H

P
）

電
動

油
圧

シ
ョ

ベ
ル

電
動

ホ
イ

ー
ル

ロ
ー

ダ

・
R

1
2
年

度
ま

で
に

直
轄

国
道

の
照

明
の

LE
D

化
を

概
成

（
R

5
年

度
末

約
4
4
％

）

道
路

照
明

の
LE

D
化

【
生
物
多
様
性
へ
の
取
組
】

・
ロ

ー
ド

キ
ル

の
実

態
：

R
4
年

度

直
轄

国
道

：
約

7
.0

万
件

、
高

速
道

路
会

社
：

約
5
.1

万
件

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
動

物
接

触
事

故
デ

ー
タ

等
を

分
析

し
、

動
物

注
意

の
道

路
標

識
に

区
間

距
離

を
明

示
す

る
な

ど
、

ロ
ー

ド
キ

ル
防

止
に

向
け

た
よ

り
効

果
的

な
方

策
を

推
進

○
国

内
外

の
先

進
事

例
収

集
や

新
技

術
の

活
用

促
進

な
ど

、
各

道
路

管
理

者
が

生
物

多
様

性
へ

の
取

組
を

充
実

す
る

た
め

に
必

要
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

築

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

き
注

意
す

る
区

間
を

示
し

た
道

路
標

識
の

海
外

事
例

（
カ

ナ
ダ

）

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
道
路
計
画
・
建
設
・
管
理
の
低
炭
素
化
】

※
１

：
自

然
を

回
復

軌
道

に
乗

せ
る

た
め

に
生

物
多

様
性

の
損

失
を

止
め

反
転

さ
せ

る

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
の

ロ
ー

ド
キ

ル
対

策
事

例

ク
イ

ナ
フ

ェ
ン

ス

沖
縄

県
国

頭
村
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基
本
方
針

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
持
続
的
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
維
持
管
理
、
そ
し
て
新
た
な

付
加
価
値
の
創
出
、
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
道
路
分
野
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
は
不
可
欠
で
す
。

道
路
利
用
者
に
対
し
て
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
通
行
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

高
度
な
道
路
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
新
技
術
の
導
入
や
デ
ー
タ
の
利
活
用
等
に
よ
る

道
路
調
査
・
工
事
・
維
持
管
理
等
の
高
度
化
・
効
率
化
を
図
る
D
X
の
取
組
「
xR
O
A
D
」
を
加
速
し
ま
す
。

道
路
シ
ス
テ
ム
の
D
X

～
x
R
O
A
D
の
推
進
～

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

社
会
経
済
活
動
の
成
熟
化
・
複
雑
化
・
社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
、
行
政
手
続
き
や
交
通
量
調
査
、

情
報
の
収
集
分
析
の
実
施
に
お
い
て
は
、
ア
ナ
ロ
グ
作

業
が
残
存
し
て
お
り
、
作
業
の
効
率
化
の
余
地
が
あ
る
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

行
政
手
続
き
等
の
効
率
化
の
余
地

行
政
手
続
き
等
の
効
率
化
の
余
地

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

8,
00
0

20
20

20
25

20
30

20
35

20
40

2
0
4
0
年
度
は
対
2
0
2
0
年
度
比

約
２
割
減
少

出
典
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

「
日
本
の
将
来
人
口
推
計
（
令
和
５
年
度
推
計
）
」
（
出
生
中
位
（
死
亡
中
位
）
推
計
）

万
人

道
路
情
報
に
お
い
て
も

デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
の
必
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

５

数
量
や
工
事
費
を

手
作
業
で
作
成
・
確
認

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

道
路
シ
ス
テ
ム
の
展
開

道
路
シ
ス
テ
ム
の
展
開

・
パ
ト
車
の
車
載
カ
メ
ラ
映
像
共
有
化
導
入
事
務
所
の
拡
大

・
自
動
制
御
可
能
な
除
雪
機
械
の
配
備
拡
大

・
重
点
的
に
収
録
す
べ
き
道
路
情
報
の
電
子
化
を
概
成

・
E
T
C
専
用
化
の
概
成

・
次
世
代
の
IT
S
の
開
発
・
運
用
開
始

■
R６
年
度
末
ま
で

・
道
路
管
理
情
報
統
合
ビ
ュ
ー
ア
運
用
開
始

・
道
路
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
用
開
始

・
交
通
量
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）
デ
ー
タ
の
公
開

・
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

を
開
始

・
道
路
巡
視
や
舗
装
点
検
へ
の
支
援
技
術
の
活
用
開
始

・
自
動
制
御
可
能
な
除
雪
機
械
の
実
動
配
備
開
始

・
占
用
物
件
位
置
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
着
手

・
道
路
施
設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
・
公
開

・
道
路
基
盤
地
図
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開

■
R７
年
度
以
降

■
R５
年
度
末
ま
で
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（
１

）
自

動
運

転
の

普
及

・
促

進
に

向
け

た
道

路
側

か
ら

の
支

援

■
高

速
道

路
に

お
け

る
自

動
運

転
ト

ラ
ッ

ク
の

実
現

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

自
動

運
転

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り

等
を

目
指

す
自

治
体

の
取

組
を

重
点

的
に

支
援

し
ま

す
。

５
道

路
シ

ス
テ

ム
の

Ｄ
Ｘ

・
[政

府
目

標
] 

地
域

限
定

型
の

無
人

自
動

運
転

移
動

サ
ー

ビ
ス

が
2
0
2
5
年

度
目

途
に

5
0
か

所
程

度
、

2
0
2
7
年

度
ま

で
に

全
国

1
0
0
か

所
以

上
の

地
域

で
実

現

・
[国

交
省

目
標

]
2
0
2
4
年

度
に

約
1
0
0
カ

所
で

計
画

・
運

行
を

行
い

、
2
0
2
5

年
度

に
は

、
全

都
道

府
県

で
の

通
年

運
行

の
計

画
策

定
ま

た
は

実
施

を
目

指
す

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
一
般
道
に
お
け
る
自
動
運
転
車
支
援
】

【
高
速
道
路
に
お
け
る
自
動
運
転
車
支
援
】

○
一

般
道

で
の

レ
ベ

ル
４

自
動

運
転

移
動

サ
ー

ビ
ス

の
実

現
に

向
け

、
道

路
状

況
の

情
報

提
供

や
走

行
環

境
の

整
備

に
関

す
る

取
組

を
推

進

○
路

車
協

調
シ

ス
テ

ム
の

実
装

に
必

要
な

技
術

基
準

類
や

走
行

環
境

の
整

備
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

の
策

定
に

向
け

、
実

証
実

験
等

の
取

組
を

推
進

(R
6
年

度
は

2
6
地

域
に

て
実

施
)

○
2
0
2
4
年

度
に

、
新

東
名

高
速

道
路

の
一

部
区

間
(駿

河
湾

沼
津

S
A
～

浜
松

S
A
)に

お
い

て
、

約
1
0
0
km

の
自

動
運

転
車

優
先

レ
ー

ン
※

1
を

深
夜

時
間

帯
に

設
定

○
2
0
2
5
年

度
以

降
、

高
速

道
路

の
自

動
運

転
車

優
先

レ
ー

ン
を

東
北

自
動

車
道

（
佐

野
S
A
～

大
谷

P
A
）

等
に

展
開

○
合

流
支

援
情

報
、

落
下

物
情

報
、

工
事

規
制

情
報

等
の

情
報

提
供

を
通

じ
て

、
路

車
協

調
に

よ
る

自
動

運
転

ト
ラ

ッ
ク

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

推
進

バ
ス

専
用

レ
ー

ン

歩
行

者
等

と
の

分
離

▲
路

車
協

調
シ

ス
テ

ム
イ

メ
ー

ジ
▲

走
行

環
境

の
整

備
イ

メ
ー

ジ

・
[政

府
目

標
] 

2
0
2
5
年

度
以

降
の

高
速

道
路

に
お

け
る

レ
ベ

ル
4
自

動
運

転
ト

ラ
ッ

ク
の

実
現

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

※
1
：

デ
ジ

タ
ル

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

全
国

総
合

整
備

計
画

（
R

6
年

6
月

策
定

）
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（
２
）
次
世
代
の
IT
S
の
推
進

５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ

■
社
会
経
済
活
動
の
成
熟
化
・
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
、
交
通
課
題
の
解
決
を
超
え
た
新
た
な
価
値
の
創
造
を

目
指
し
、
革
新
的
な
技
術
を
活
用
し
た
次
世
代
の
IT
S
を
推
進
し
ま
す
。

［
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
］

○
産
官
学
か
ら
な
る
次
世
代
IT
S
検
討
会
で
と
り
ま
と
め
た

「
次
世
代
IT
S
の
コ
ン
セ
プ
ト
」
を
踏
ま
え
て
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
等
の
検
討
を
実
施

［
次
世
代
IT
S
の
コ
ン
セ
プ
ト
］

・
車
両
が
収
集
可
能
な
情
報
が
多
様
化
、
海
外
で
は
IT
S
高
度
化
の
取
組
が
加
速

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
欧
州
で
は
全
域
で
路
車
協
調
IT
S
（
C
-R
O
A
D
S
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展

○
安
全
・
安
心
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
社
会
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
現
在
の
技
術
で
も
短
期
的
に
実
現
が

可
能
な
「
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
定
し
、
民
間
と
共

同
で
実
証
実
験
を
実
施

○
実
証
実
験
を
通
じ
て
道
路
行
政
・
民
間
の
視
点
か
ら
次
世

代
IT
S
が
具
備
す
べ
き
機
能
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
中

期
・
長
期
の
軸
で
目
指
す
べ
き
将
来
の
道
路
の
姿
の
実
現

を
図
る

実
施
す
る
５
つ
の
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
メ
ー
ジ
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５
道

路
シ

ス
テ

ム
の

Ｄ
Ｘ

（
３

）
A
I・

IC
T
等

や
道

路
関

連
デ

ー
タ

の
活

用
拡

大

■
A

Iや
IC

T
等

の
積

極
的

な
導

入
や

民
間

分
野

も
含

め
た

デ
ー

タ
の

活
用

に
よ

り
、

道
路

の
調

査
、

施
工

、
監

視
、

点
検

、
維

持
管

理
等

の
高

度
化

・
効

率
化

の
実

現
を

推
進

し
ま

す
。

○
３

次
元

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

IC
T
施

工
の

導
入

や
B
IM

/C
IM

の
活

用
な

ど
建

設
現

場
の

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ
ン

化
に

よ
り

、
i-

C
o
n
st

ru
ct

io
n
2
.0

※
1
を

推
進

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
道

路
の

維
持

管
理

に
不

可
欠

な
建

設
業

の
技

能
者

数
は

減
少

H
9
(ピ

ー
ク

時
):

約
4
5
5
万

人
→

R
5
:約

3
0
4
万

人
(約

3
割

減
)

【
i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
2
.0
の
推
進
】

【
A
Iや
IC
T
等
を
活
用
し
た
道
路
管
理
体
制
の
強
化
対
策
】

○
道

路
の

適
切

な
維

持
管

理
に

向
け

、
点

検
・

施
工

・
記

録
等

に
A
I・

IC
T
や

蓄
積

さ
れ

た
デ

ー
タ

等
を

活
用

し
高

度
化

・
効

率
化

・
緊

急
輸

送
道

路
に

お
け

る
常

時
観

測
が

必
要

な
区

間
の

C
C
T
V

カ
メ

ラ
の

設
置

率
（

R
1
→

R
7
）

：
0
％

⇒
 約

5
0
%

○
直

轄
国

道
の

維
持

管
理

基
準

※
4
に

IC
T
・

A
I等

の
新

技
術

の
活

用
に

よ
る

維
持

管
理

の
高

度
化

・
効

率
化

を
図

る
事

を
明

記
パ
ト
車
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
搭
載

目
視
で
は
見
落
と
し

や
す
い
変
状
を
確
実

に
把
握

パ
ト
車
内
よ
り
目
視
確
認

（
除
草
、
建
築
限
界
、
落
下

物
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
等
）

A
I・

IC
T
を

活
用

し
た

道
路

巡
視

の
高

度
化

・
効

率
化

※
４

：
国

が
管

理
す

る
一

般
国

道
及

び
高

速
自

動
車

国
道

の
維

持
管

理
基

準
(案

)（
令

和
6
年

6
月

2
8
日

改
正

）

○
交

通
障

害
自

動
検

知
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

異
常

の
早

期
発

見
の

実
現

等
、

道
路

管
理

の
高

度
化

を
加

速

全
国

道
路

施
設

点
検

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

(点
検

D
B
)

前
回

結
果

を
現

場
で

確
認

点
検

結
果

を
現

場
で

入
力

確
認

し
た

い
変

状
写

真
A
Iが

類
似

画
像

出
力

点
検

結
果

の
入

出
力

の
効

率
化

イ
メ

ー
ジ

＜
今

後
＞

＜
従

前
＞

・
手

作
業

で
抽

出
し

た
過

去
の

類
似

の
損

傷
事

例
を

、
健

全
性

診
断

に
活

用

健
全

性
診

断
の

高
度

化
イ

メ
ー

ジ健
全

性
診

断

【
道
路
関
連
デ
ー
タ
の
活
用
・
オ
ー
プ
ン
化
】

〇
道

路
基

盤
地

図
情

報
※

2
等

の
デ

ー
タ

を
活

用
で

き
る

環
境

を
構

築
、

オ
ー

プ
ン

化
に

よ
り

、
研

究
機

関
や

民
間

企
業

等
に

よ
る

技
術

開
発

を
促

進
、

維
持

管
理

を
効

率
化

・
高

度
化

〇
道

路
に

関
す

る
基

礎
的

な
デ

ー
タ

を
集

約
す

る
「

道
路

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」

を
構

築
し

て
、

令
和

6
年

度
に

省
内

運
用

を
開

始
し

、
デ

ー
タ

の
利

活
用

に
よ

る
道

路
管

理
や

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

※
3
を

推
進

・
A
Iが

類
似

事
例

を
迅

速
に

出
力

・
同

種
の

不
具

合
・

構
造

を
網

羅
的

に
確

認
し

、
健

全
性

診
断

に
活

用
概

要
情

報

道
路

橋
施

設
区

分

2
0
2
2
-1

0
-2

4
更

新
日

時

3
5
.6

5
9
3
2
,1

3
9
.9

1
4
5
2

施
設

ID

2
0
1
9

点
検

実
施

年
度

Ⅲ
健

全
性

措
置

未
着

手
措

置
状

況

1
位

上
部

構
造

：
主

桁
剥

離
・

鉄
筋

露
出

2
位

上
部

構
造

：
主

桁
損

傷
な

し

3
位

上
部

構
造

：
主

桁
損

傷
な

し

4
位

上
部

構
造

：
横

桁
う

き

※
1
：

i-
C
o
n
st

ru
ct

io
n
の

取
組

を
加

速
し

、
建

設
現

場
に

お
け

る
省

人
化

対
策

に
取

り
組

む
た

め
、

国
土

交
通

省
の

新
た

な
建

設
現

場
の

生
産

性
向

上
（

省
人

化
）

の
取

組
を

「
i-

C
o
n
st

ru
ct

io
n
 2

.0
」

※
2
：

全
国

道
路

基
盤

地
図

等
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

公
開

開
始

（
令

和
６

年
５

月
3
1
日

）
※

3
：

P
2
6
参

照
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５
道
路
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ

（
４
）
行
政
手
続
き
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
道
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上

■
生
産
性
お
よ
び
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
行
政
手
続
き
の
効
率
化
や
、
高
速
道
路
の
E
T
C
専
用
化
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
、
E
T
C
の
活
用
に
よ
る
高
速
道
路
内
外
の
各
種
支
払
い
等
の
利
便
性
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

○
占
用
物
件
の
位
置
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
道
路
の
適
正
管

理
・
路
上
工
事
の
事
故
防
止
等
を
推
進

○
地
方
公
共
団
体
を
含
め
た
道
路
占
用
許
可
手
続
き
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
一
元
化
を
順
次
実
施

○
光
フ
ァ
イ
バ
の
収
容
空
間
等
の
情
報
を
、
地
方
公
共
団
体
も

含
め
集
約
・
公
開
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
特
殊
車
両
通
行
申
請
件
数

約
3
9
万
件
(H
2
9
年
度
)→
約
5
6
万
件
(R
5
年
度
)[
約
1
.4
倍
]

・
道
路
占
用
許
可
（
地
方
整
備
局
等
集
計
結
果
）

許
可
件
数
：
約
４
万
件
(直
轄
国
道
：
R
1
～
R
5
年
度
平
均
)

【
道
路
占
用
許
可
手
続
き
の
高
度
化
・
効
率
化
】

【
特
殊
車
両
の
通
行
手
続
き
の
迅
速
化
】

○
重
点
的
に
収
録
す
べ
き
経
路
※
1
の
道
路
情
報
の
電
子
化
を
加
速

化
す
る
等
に
よ
り
、
特
殊
車
両
が
即
時
に
通
行
で
き
る
特
殊
車

両
通
行
確
認
制
度
の
利
用
拡
大
を
推
進

【
特
定
車
両
停
留
施
設
の
手
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
】

○
バ
ス
等
の
事
業
者
に
よ
る
停
留
許
可
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
請
で
き
る
環
境
を
整
備

【
高
速
道
路
の
利
便
性
向
上
】

○
料
金
所
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化
や
渋
滞
の
解
消
等
を
図
る

た
め
、
高
速
道
路
の
E
T
C
専
用
化
に
よ
る
料
金
所
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
計
画
的
に
推
進
※
2

※
2
：
E
T
C
専
用
料
金
所
に
つ
い
て
は
、
全
国
1
0
8
箇
所
導
入
済
(令
和
6
年
5
月
2
0
日
現
在
)

※
3
：
決
済
情
報
を
集
約
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
つ
つ
、
E
T
C
技
術
を
高
速
道
路
外

で
も
利
用
可
能
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

道
路
情
報
の
電
子
化
の
状
況

○
公
社
有
料
道
路
や
駐
車
場
等
で
の

E
T
C
多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス
※
3
の

導
入
を
推
進

確
認
制
度
の
広
報

［
E
T
C
専
用
料
金
所
]

［
E
T
C
多
目
的
利
用
シ
ス
テ
ム
］

R
6
春

1
.6
万
km
追
加

※
1
：
平
成
3
0
年
度
以
降
に
利
用
さ
れ
た
経
路
を
重
点
的
な
電
子
化
対
象
と
し
て
設
定

・
道
路
情
報
の
電
子
化
を
R
8
年
度
ま
で
に
概
成
（
約
5
万
キ
ロ
を
収
録
）

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

(オ
イ
ル
バ
ン
ク
新
城
・
愛
知
県
)

駐
車
場

(ｳ
ｨﾝ
ﾄﾞ
ｻｰ
ﾌｨ
ﾝW
杯
記
念
駐
車
場
・
神
奈
川
県
)

東
九
州
自
動
車
道
都
農
料
金
所
出
口
（
宮
崎
県
）

累
計
約
2
5
万
k
m

目
標
ラ
イ
ン
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基
本
方
針

全
て
の
人
が
安
全
・
安
心
で
快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
交
通
安
全
対
策
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
、
無
電
柱
化
、
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
地
域
の
賑
わ
い
創
出
な
ど

道
路
空
間
へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

道
路
空
間
の
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
の
創
出

～
地
域
・
ま
ち
を
創
る
～

交
通
事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
多

く
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進
が

不
可
欠
。
自
動
車
専
用
道
路
や
幹
線
道
路
へ
の
自
動
車
交

通
の
転
換
を
促
し
生
活
道
路
と
の
機
能
分
化
さ
せ
る
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
合
っ
た
安
全
・
安
心
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
空
間
の
整
備
等
を
進
め
る
。

安
全
・
安
心
な
道
路
空
間
の
構
築

安
全
・
安
心
な
道
路
空
間
の
構
築

世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
多
様
化
す
る
道
路
施
策

世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
多
様
化
す
る
道
路
施
策

●
道
路
種
別
毎
の
死
傷
事
故
件
数
の
推
移

（
万
件
）

※
幹
線
道
路
：
車
道
幅
員
5
.5
m
以
上
と
し
て
集
計

生
活
道
路
：
車
道
幅
員
5
.5
m
未
満
と
し
て
集
計

0

2
0

4
0

6
0

8
0

H
1
7

H
2
0

H
2
3

H
2
6

H
2
9

R
2

生
活
道
路
※

7
1
万
件

2
1
万
件

7
万
件

2
2
万
件

R
5

幹
線
道
路
※

出
典
：
交
通
事
故
統
計
年
報
を
も
と
に
作
成

６

人
口
増
加
、
高
度
経
済
成
長
期

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会

人
口
・
経
済
成
長
は
横
ば
い

1
9
6
0
年

2
0
0
0
年

2
0
2
0
年

2
0
4
0
年

1
9
8
0
年

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

ニ
ー
ズ
の
増
大
と
多
様
化 バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

渋
滞
対
策
、
事
故
対
策

等身
近
な
道
路
の
安
全
確
保

等

安
全
で
快
適
な
自
転
車
交
通
環
境
の
創
出

電
線
類
地
中
化
（
防
災
、
景
観
）

道
路
空
間
に
お
け
る
賑
わ
い
創
出

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
登
場

等

対
策
前

対
策
後
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６
道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

（
１

）
安

全
で

安
心

な
道

路
空

間
の

整
備

■
幹

線
道

路
の

円
滑

化
に

よ
り

生
活

道
路

へ
の

交
通

流
入

を
防

ぐ
と

と
も

に
、

生
活

道
路

に
お

け
る

速
度

抑
制

や
通

過
交

通
の

進
入

抑
制

を
図

る
面

的
対

策
等

に
よ

り
、

安
全

・
安

心
な

道
路

空
間

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

・
通

学
路

に
お

け
る

歩
道

等
の

整
備

率
（

R
1
→

R
7
）

：
5
3
％

⇒
 5

7
％

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

○
事

故
危

険
箇

所
※

3
に

お
け

る
集

中
的

な
対

策
を

推
進

○
交

通
安

全
対

策
補

助
制

度
（

通
学

路
緊

急
対

策
）

※
4
等

に
よ

り
、

通
学

路
合

同
点

検
の

結
果

を
踏

ま
え

実
施

す
る

歩
道

や
防

護
柵

の
整

備
な

ど
の

対
策

を
推

進

○
自

動
車

専
用

道
路

や
幹

線
道

路
へ

の
自

動
車

交
通

の
転

換
を

促
し

、
生

活
道

路
へ

の
流

入
を

抑
制

○
交

通
安

全
対

策
補

助
制

度
（

地
区

内
連

携
）

※
4
等

に
よ

り
、

各
種

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

く
「

ゾ
ー

ン
３

０
プ

ラ
ス

」
の

導
入

な
ど

の
、

通
学

路
や

生
活

道
路

の
面

的
な

交
通

安
全

対
策

を
実

施

○
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
利

活
用

環
境

の
整

備
や

技
術

基
準

等
の

充
実

化
に

よ
り

、
効

率
的

・
効

果
的

な
交

通
安

全
対

策
の

立
案

や
地

域
の

合
意

形
成

等
を

支
援

・
令

和
５

年
の

交
通

事
故

死
者

数
は

2
,6

7
8
人

・
通

学
路

合
同

点
検

※
1
の

結
果

、
道

路
管

理
者

に
よ

る
対

策
が

必
要

な
約

3
.9

万
箇

所
の

う
ち

、
約

3
.5

万
箇

所
で

対
策

完
了

（
R

6
年

3
月

末
時

点
）

、
暫

定
的

な
対

策
を

含
め

る
と

全
箇

所
で

対
策

が
完

了
（

R
6
年

3
月

末
時

点
）

・
全

国
1
9
2
地

区
に

お
い

て
「

ゾ
ー

ン
3
0
プ

ラ
ス

※
2
」

の
整

備
計

画
を

策
定

（
R

6
年

3
月

末
時

点
）

※
３

：
幹

線
道

路
に

お
い

て
事

故
の

危
険

性
が

高
い

箇
所

（
事

故
多

発
箇

所
や

潜
在

的
な

危
険

箇
所

等
）

で
あ

り
、

対
策

を
集

中
的

に
実

施
す

る
箇

所
と

し
て

国
土

交
通

省
と

警
察

庁
が

共
同

で
指

定
し

た
箇

所
※

４
：

参
考

資
料

P
5
8
参

照

※
１

：
令

和
３

年
６

月
に

千
葉

県
八

街
市

の
通

学
路

で
発

生
し

た
交

通
事

故
を

受
け

て
実

施
※

２
：

警
察

と
道

路
管

理
者

が
検

討
段

階
か

ら
緊

密
に

連
携

し
、

最
高

速
度

3
0
km

/h
の

区
域

規
制

(ゾ
ー

ン
3
0
)と

物
理

的
デ

バ
イ

ス
の

適
切

な
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
、

歩
行

者
等

の
交

通
安

全
を

確
保

す
る

連
携

施
策

［
面
的
な
交
通
安
全
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
］

通
学

路

ゾ
ー

ン
3
0
プ

ラ
ス

（
最

高
速

度
3
0
km

/h
の

区
域

規
制

＋
物

理
的

デ
バ

イ
ス

）

ハ
ン
プ

小
学
校

防
護
柵
の
設
置

路
面
表
示

ゾ
ー

ン
３

０
プ

ラ
ス

の
入

り
口

看
板

狭
さ
く 交
差
点
改
良

時
間
通
行
規
制

ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド

交
通

規
制

に
合

わ
せ

て
ボ

ラ
ー

ド
が

上
昇

［
事

故
デ

ー
タ

］
［

規
制

デ
ー

タ
］

［
速

度
デ

ー
タ

］

デ
ー
タ
を
活
用
した
分
析
・評
価

車
線

の
増

設

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道

ハ
ン

プ
と

横
断

歩
道

を
組

み
合

わ
せ

た
構

造
物
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・
緊

急
に

対
策

検
討

が
必

要
な

踏
切

（
カ

ル
テ

踏
切

）
1
,3

3
6
箇

所

・
改

良
す

べ
き

踏
切

道
の

大
臣

指
定

6
4
9
箇

所

【
踏
切
道
の
改
良
】

○
災

害
時

管
理

方
法

を
定

め
る

踏
切

道
の

指
定

に
よ

り
、

災
害

時
長

時
間

遮
断

回
避

に
向

け
、

定
期

訓
練

実
施

等
優

先
開

放
等

の
措

置
を

確
実

に
実

施
す

る
取

組
を

推
進

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
踏

切
事

故
件

数
（

R
7
）

：
R

2
年

度
比

約
1
割

減

・
踏

切
遮

断
に

よ
る

損
失

時
間

(H
3
0
→

R
7
）

：
1
0
3
 ⇒

 9
8
万

人
･時

/日

（
２

）
踏

切
対

策
の

推
進

※
1
：

参
考

資
料

P
5
8
参

照
※

2
：

「
道

路
の

移
動

等
円

滑
化

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

令
和

６
年

１
月

改
定

）
※

3
：

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
本

構
想

に
位

置
付

け
ら

れ
た

生
活

関
連

経
路

を
構

成
す

る
道

路
等

で
国

土
交

通
大

臣
が

指
定

す
る

道
路

［
踏
切
道
改
良
促
進
法
に
基
づ
く
対
策
の
流
れ
］

連
続

立
体

交
差

化
・

単
独

立
体

交
差

化
踏

切
拡

幅

歩
行

者
立

体
横

断
施

設

［
対
策
事
例
］

６
道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
策

(実
証

実
験

で
の

設
置

例
)

災
害

時
管

理
方

法
を

定
め

る
踏

切
道

の
訓

練
状

況

（
令

和
6
年

8
月

時
点

）

○
立

体
交

差
等

に
加

え
、

歩
行

者
立

体
横

断
施

設
の

利
用

促
進

な
ど

早
期

効
果

発
現

対
策

を
推

進

○
鉄

道
事

業
者

と
の

協
議

円
滑

化
の

た
め

、
自

治
体

か
ら

相
談

を
受

け
る

窓
口

を
地

方
整

備
局

に
開

設
し

、
事

業
推

進
を

支
援

○
視

覚
障

害
者

の
踏

切
道

内
で

の
事

故
を

受
け

改
定

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

※
2
を

踏
ま

え
、

特
定

道
路

※
3
上

等
の

踏
切

道
を

大
臣

指
定

し
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
策

を
推

進

【
災
害
時
の
対
応
】

・
災

害
時

管
理

方
法

を
定

め
る

踏
切

道
の

大
臣

指
定

4
8
5
箇

所

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

（
令

和
6
年

8
月

時
点

）

■
踏

切
道

改
良

促
進

法
に

基
づ

き
、

改
良

す
べ

き
踏

切
道

を
指

定
し

、
踏

切
道

改
良

計
画

事
業

補
助

制
度

※
1
の

活
用

に
よ

る
計

画
的

か
つ

集
中

的
な

支
援

に
よ

り
、

立
体

交
差

等
に

加
え

早
期

効
果

発
現

対
策

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

策
等

を
推

進
し

ま
す

。

線
路

視
覚

障
害

者
誘

導
用

ブ
ロ

ッ
ク

踏
切

道
内

誘
導

表
示

標
準

的
な

設
置

方
法

等
幅

員
が

狭
い

場
合

の
設

置
方

法
等

線
路

利
用

を
促

す
た

め
の

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
設

置
イ

メ
ー

ジ

〔 短 期 間 の 改 良 の 場 合 は 作 成 不 要 〕

改 良 計 画 書 の 作 成
< 国 土 交 通 大 臣>

改 良 す べ き 踏 切 道 の 指 定

〔 鉄 道 事 業 者 ・ 道 路 管 理 者 〕

改 良 の 方 法 の 決 定

改 良 の 実 施

改 良 後 の 評 価

踏
切

道
改

良
協

議
会

〔
道

路
管

理
者

・
鉄

道
事

業
者

・
国

・
都

道
府

県
等

〕

評
価
の
結
果
、改
善
が
必
要
な
場
合

( カ ル テ 踏 切)

課 題 の あ る 踏 切 道

( 地 域 課 題 等)

課 題 の あ る 踏 切 道

1
,3

3
6

箇
所

6
4
9
箇

所
(R

6
.8

時
点

)

踏 切 道 改 良 計 画

事 業 補 助

- 43 -



3
 人

流
・

物
流

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
（

３
）

高
速

道
路

の
安

全
性

の
向

上

【
暫
定
２
車
線
区
間
の
正
面
衝
突
事
故
防
止
対
策
】

■
正

面
衝

突
事

故
防

止
対

策
に

つ
い

て
、

長
大

橋
及

び
ト

ン
ネ

ル
区

間
に

お
い

て
新

技
術

を
実

道
へ

試
行

設
置

し
、

効
果

を
検

証
し

ま
す

。
■

令
和

1
1
年

ま
で

の
逆

走
に

よ
る

重
大

事
故

ゼ
ロ

の
実

現
を

目
指

し
、

高
速

道
路

に
お

け
る

逆
走

対
策

を
推

進
し

ま
す

。

※
1
：

高
速

自
動

車
国

道
(有

料
)(

H
2
5
年

-R
3
年

）
※

2
：

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ

設
置

済
み

延
長

: 
約

1
,5

2
8
km

（
R

6
年

3
月

時
点

）
【

土
工

部
約

1
,5

0
6
km

、
中

小
橋

約
2
2
km

】

○
土

工
部

及
び

中
小

橋
梁

に
お

い
て

は
、

令
和

4
年

度
に

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ

設
置

が
概

成
※

2
し

、
飛

び
出

し
事

故
は

大
き

く
減

少

○
長

大
橋

及
び

ト
ン

ネ
ル

区
間

に
お

い
て

、
車

両
の

逸
脱

防
止

性
能

等
を

満
た

す
新

技
術

を
全

国
3
9
箇

所
（

約
1
3
km

）
の

実
道

で
試

行
設

置
し

、
効

果
検

証
や

緊
急

時
対

応
訓

練
を

実
施

予
定

長
大

橋
及

び
ト

ン
ネ

ル
区

間
の

選
定

２
技

術

セ
ン

タ
ー

パ
イ

プ
セ

ン
タ

ー
ブ

ロ
ッ

ク

［
公
募
技
術
の
う
ち
、
実
道
へ
の
試
行
設
置
を
行
う
新
技
術
］

６
道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

・
高

速
道

路
の

暫
定

２
車

線
区

間
の

死
亡

事
故

率
は

、
４

車
線

以
上

の
区

間
の

約
２

倍
※

1

・
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
設

置
区

間
(有

料
)に

お
け

る
対

向
車

線
飛

び
出

し
事

故
件

数
1
9
6
件

(う
ち

死
亡

事
故

9
件

) 
【

H
2
8
年

度
】

→
5
件

(死
亡

事
故

は
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
設

置
区

間
で

は
未

発
生

) 
【

R
5
年

度
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
逆
走
対
策
】

＜
カ

ラ
ー

舗
装

＞

○
逆

走
事

案
発

生
箇

所
の

約
４

割
※

3
を

占
め

る
分

合
流

部
・

出
入

口
部

等
へ

の
カ

ラ
ー

舗
装

や
路

面
標

示
等

の
対

策
を

推
進

。
対

策
実

施
後

も
逆

走
が

発
生

す
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

案
内

標
示

の
見

直
し

や
路

面
標

示
の

補
修

等
の

対
策

を
推

進

○
道

路
管

理
設

備
(C

C
T
V
等

)の
充

実
や

D
X
関

連
技

術
の

進
展

等
の

変
化

を
踏

ま
え

、
道

路
管

理
設

備
を

活
用

し
た

逆
走

検
知

や
車

両
側

で
逆

走
検

知
、

通
知

で
き

る
新

規
技

術
の

公
募

を
推

進

※
3
：

令
和

５
年

デ
ー

タ

・
高

速
道

路
の

逆
走

に
よ

る
重

大
事

故
2
6
件

【
H

2
7
年

】
→

8
件

【
R

5
年

】
統

計
を

取
り

始
め

た
H

2
3
年

以
降

で
最

多
の

H
2
7
年

か
ら

半
数

以
下

に
減

少

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

＜
逆

走
事

案
発

生
箇

所
別

件
数

＞
（

令
和

５
年

）

【
分

合
流

部
・

出
入

口
部

等
へ

の
対

策
実

施
事

例
】

＜
錯

視
効

果
を

応
用

し
た

路
面

表
示

＞
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※
高

速
道

路
の

商
業

施
設

の
あ

る
S
A
（

2
2
1
箇

所
）

に
お

い
て

は
、

整
備

完
了

済

6
 道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

（
４

）
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
み

ち
づ

く
り

■
道

路
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

道
路

空
間

の
賑

わ
い

を
創

出
し

、
地

域
の

魅
力

向
上

や
活

性
化

を
図

り
ま

す
。

■
歩

道
や

路
肩

等
の

利
活

用
や

安
全

な
歩

車
共

存
に

よ
り

「
人

中
心

の
道

路
空

間
」

の
実

現
に

取
り

組
み

ま
す

。
■

全
て

の
人

や
モ

ビ
リ

テ
ィ

が
安

全
で

安
心

し
て

利
用

で
き

る
道

路
空

間
実

現
の

た
め

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

■
「

こ
ど

も
ま

ん
な

か
ま

ち
づ

く
り

」
実

現
の

た
め

、
「

道
の

駅
」

の
子

育
て

応
援

施
設

の
整

備
等

を
推

進
し

ま
す

。
【
道
路
空
間
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
】

○
道

路
空

間
再

編
や

ほ
こ

み
ち

制
度

の
活

用
に

よ
り

歩
行

者
等

の
滞

在
空

間
拡

大
を

推
進

○
道

路
の

維
持

管
理

の
充

実
を

図
る

た
め

、
道

路
協

力
団

体
制

度
の

展
開

や
、

ほ
こ

み
ち

制
度

の
活

用
を

推
進

○
路

肩
等

の
柔

軟
な

利
活

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

、
「

人
中

心
の

道
路

空
間

」
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
賑

わ
い

、
安

全
、

新
た

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

へ
の

対
応

な
ど

、
道

路
空

間
へ

の
ニ

ー
ズ

が
多

様
化

す
る

な
か

、
「

人
中

心
の

道
路

空
間

」
の

実
現

が
期

待

・
歩

行
者

利
便

増
進

道
路

（
ほ

こ
み

ち
）

の
指

定
数

：
5
7
市

区
町

で
1
3
9
路

線
を

指
定

(R
6
年

3
月

末
時

点
)

【
歩
行
者
が
車
両
等
と
共
存
す
る
み
ち
づ
く
り
】

○
車

両
の

速
度

や
流

入
の

抑
制

等
に

よ
り

、
歩

行
者

と
車

両
等

が
安

全
に

共
存

し
賑

わ
う

道
路

空
間

の
創

出
を

検
討

【
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
道
路
空
間
整
備
】

・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く

特
定

道
路

※
1
の

指
定

約
4
,4

5
0
㎞

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

※
1
：

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
本

構
想

に
位

置
付

け
ら

れ
た

生
活

関
連

経
路

を
構

成
す

る
道

路
等

で
国

土
交

通
大

臣
が

指
定

す
る

道
路

○
特

定
道

路
※

1
等

に
お

け
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

推
進

・
特

定
道

路
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

整
備

目
標

(H
3
0
→

R
7
) 

:
約

6
3
％

⇒
 約

7
0
％

【
「
道
の
駅
」
に
お
け
る
子
育
て
応
援
施
設
の
整
備
】

○
全

国
の

「
道

の
駅

」
で

子
育

て
応

援
施

設
の

整
備

を
推

進

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

全
国

の
「

道
の

駅
」

の
子

育
て

応
援

施
設

の
整

備
目

標
（

R
1
→

R
7
）

：
約

4
％

⇒
 約

5
0
％

以
上

妊
婦

向
け

優
先

駐
車

ス
ペ

ー
ス

2
4
時

間
利

用
可

能
な

ベ
ビ

ー
コ

ー
ナ

ー

歩
道

の
拡

幅
・

段
差

、
傾

斜
、

勾
配

の
改

善
踏

切
道

内
誘

導
表

示
の

整
備

・
全

国
の

「
道

の
駅

」
（

1
,2

1
3
施

設
）

に
お

け
る

、
2
4
時

間
利

用
可

能
な

ベ
ビ

ー
コ

ー
ナ

ー
は

2
6
6
施

設
(約

2
2
%

)、
妊

婦
向

け
優

先
駐

車
ス

ペ
ー

ス
は

3
5
7
施

設
(約

2
9
%

) 
(R

6
年

4
月

時
点

)

視
覚

障
害

者
誘

導
用

ブ
ロ

ッ
ク

の
整

備

歩
車

が
共

存
す

る
道

路
の

事
例

（
京

都
市

）

パ
ー

ク
レ

ッ
ト

の
事

例
（

山
形

県
山

形
市

）

ほ
こ

み
ち

の
事

例
（

熊
本

県
熊

本
市

）

路
肩

等
を

活
用

し
た

事
例

(千
代

田
区

)
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①
②

③

❹

❺

❻

○
「

自
転

車
通

勤
推

進
企

業
」

宣
言

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

※
6
や

手
引

き
に

よ
り

、
自

転
車

通
勤

の
導

入
を

促
進

○
関

係
者

の
連

携
強

化
の

た
め

の
地

域
に

お
け

る
推

進
体

制
を

構
築

し
、

新
た

な
ノ

ウ
ハ

ウ
提

供
等

を
通

じ
て

地
方

版
自

転
車

活
用

推
進

計
画

※
3
の

策
定

を
促

進

（
５

）
自

転
車

の
利

用
環

境
の

整
備

と
活

用
促

進

■
第

２
次

自
転

車
活

用
推

進
計

画
※

１
に

基
づ

き
、

地
方

公
共

団
体

に
お

け
る

自
転

車
活

用
推

進
計

画
の

策
定

を
促

進
す

る
な

ど
、

安
全

で
快

適
な

自
転

車
利

用
環

境
の

創
出

を
推

進
し

ま
す

。

【
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
の
向
上
】

○
改

定
し

た
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
※

2
を

踏
ま

え
て

、
適

切
に

分
離

さ
れ

た
自

転
車

通
行

空
間

の
整

備
を

加
速

【
自
転
車
通
勤
の
導
入
促
進
】

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

※
1
：

R
3
年

5
月

閣
議

決
定

、
計

画
期

間
R

7
年

度
ま

で
（

参
考

資
料

P
7
4
参

照
）

※
2
：

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

R
6
年

6
月

改
定

）
※

3
：

自
転

車
活

用
推

進
法

に
よ

り
、

都
道

府
県

や
市

町
村

は
地

方
版

自
転

車
活

用
推

進
計

画
を

定
め

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

さ
れ

て
い

る
※

4
：

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

関
す

る
計

画
が

位
置

付
け

ら
れ

た
地

方
版

自
転

車
活

用
推

進
計

画
の

策
定

数
※

5
：

「
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

事
業

の
導

入
・

運
営

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

R
5
年

9
月

）
※

6
：

宣
言

企
業

数
：

6
1
社

（
R

6
年

4
月

時
点

）

【
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
】

○
走

行
環

境
の

整
備

等
に

よ
り

ナ
シ

ョ
ナ

ル
サ

イ
ク

ル
ル

ー
ト

を
は

じ
め

と
す

る
世

界
に

誇
る

サ
イ

ク
リ

ン
グ

環
境

を
創

出

・
計

画
の

策
定

数
※

4
（

R
2
→

R
7
）

:8
9
市

区
町

村
⇒

 4
0
0
市

区
町

村

・
通

勤
目

的
の

自
転

車
分

担
率

（
H

2
7
→

R
7
）

:1
5
.2

％
⇒

 1
8
.2

％

・
歩

行
者

と
分

離
さ

れ
た

自
転

車
通

行
空

間
の

整
備

延
長

約
5
,9

1
7
km

（
R

4
年

度
末

）

【
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
加
入
促
進
】

○
都

道
府

県
等

の
条

例
制

定
の

支
援

や
保

険
加

入
の

必
要

性
等

に
関

す
る

情
報

提
供

等
を

実
施

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

・
条

例
等

に
よ

る
加

入
義

務
付

状
況

：
義

務
化

3
4
都

府
県

、
努

力
義

務
1
0
道

県
（

R
6
年

4
月

時
点

）

・
自

転
車

保
険

等
の

加
入

率
（

R
2
→

R
7
）

:5
9
.7

％
⇒

 7
5
％

【
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
普
及
促
進
】

○
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
※

5
に

よ
る

地
方

公
共

団
体

へ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

提
供

や
導

入
効

果
の

見
え

る
化

等
を

図
り

、
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

の
普

及
を

更
に

促
進

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
（

静
岡

県
静

岡
市

）

・
先

進
的

な
サ

イ
ク

リ
ン

グ
環

境
の

整
備

を
目

指
す

モ
デ

ル
ル

ー
ト

数
（

R
1
→

R
7
）

:5
6
ル

ー
ト

⇒
1
0
0
ル

ー
ト

自
転

車
通

勤
の

導
入

促
進

６
道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

自
転

車
道

（
大

阪
府

茨
木

市
）

自
転

車
専

用
通

行
帯

（
福

岡
県

福
岡

市
）

第
１

次
指

定
（

R
1.

11
）

①
つ

く
ば

霞
ヶ

浦
り

ん
り

ん
ロ

ー
ド

（
茨

城
県

）
②

ビ
ワ

イ
チ

（
滋

賀
県

）
③

し
ま

な
み

海
道

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
（

広
島

県
、

愛
媛

県
）

❹
ト

カ
プ

チ
４

０
０

（
北

海
道

）
❺

太
平

洋
岸

自
転

車
道

（
千

葉
県

～
和

歌
山

県
）

❻
富

山
湾

岸
サ

イ
ク

リ
ン

グ
コ

ー
ス

（
富

山
県

）

第
２

次
指

定
（

R
3
.5

）

［
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
］
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○
関

係
省

庁
と

連
携

し
新

設
電

柱
抑

制
の

対
応

方
策

を
推

進

○
道

路
事

業
等

の
実

施
時

に
は

、
原

則
無

電
柱

化
を

実
施

○
既

設
電

柱
に

つ
い

て
は

、
無

電
柱

化
の

事
業

中
区

間
な

ど
優

先
順

位
を

つ
け

て
占

用
制

限
を

実
施

○
未

抜
柱

区
間

に
つ

い
て

は
、

電
線

管
理

者
と

連
携

し
電

柱
の

撤
去

を
促

進

■
道

路
の

防
災

性
の

向
上

や
安

全
で

快
適

な
通

行
空

間
の

確
保

、
良

好
な

景
観

の
形

成
、

観
光

振
興

の
観

点
か

ら
、

無
電

柱
化

推
進

計
画

※
1
に

基
づ

き
、

無
電

柱
化

を
推

進
し

ま
す

。

（
６

）
無

電
柱

化
の

推
進

・
海

外
と

比
べ

て
日

本
の

主
要

都
市

の
無

電
柱

化
率

は
低

い
◇

東
京

2
3
区

:８
%

、
大

阪
市

:６
%

※
道

路
延

長
ﾍﾞ

ｰｽ
(R

2
) 

◇
ロ

ン
ド

ン
･パ

リ
･香

港
:1

0
0
％

※
ｹｰ

ﾌﾞ
ﾙ延

長
ﾍﾞ

ｰｽ
(H

1
6
) 

・
無

電
柱

化
推

進
計

画
に

基
づ

き
、

令
和

3
年

度
か

ら
5
年

間
で

約
4
,0

0
0
km

の
無

電
柱

化
に

着
手

（
9
割

で
協

議
着

手
済

）
・

緊
急

輸
送

道
路

の
う

ち
9
9
％

が
新

設
電

柱
の

占
用

禁
止

の
指

定
済

み

６
道

路
空

間
の

安
全

・
安

心
や

賑
わ

い
の

創
出

【
新
設
電
柱
・
既
設
電
柱
へ
の
対
応
】

〇
更

な
る

低
コ

ス
ト

化
を

推
進

す
る

た
め

、
昼

間
施

行
の

導
入

や
既

設
排

水
側

溝
の

活
用

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

○
「

無
電

柱
化

の
コ

ス
ト

縮
減

の
手

引
き

」
を

改
定

し
、

地
方

公
共

団
体

に
も

周
知

（
R
6
年

3
月

）

※
1
：

令
和

３
年

５
月

2
5
日

大
臣

決
定

（
参

考
資

料
P
7
2
参

照
）

※
2
：

防
災

に
お

い
て

は
、

緊
急

輸
送

道
路

や
地

域
防

災
計

画
等

で
防

災
上

重
要

性
の

高
い

区
間

【
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
】

【
徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
】

○
設

計
・

施
工

や
関

係
者

調
整

等
を

一
体

的
に

実
施

す
る

包
括

委
託

等
に

よ
る

事
業

の
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ
プ

を
目

指
す

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

現
場
毎
に

適
切
な
方
式

を
選
択

［
包
括
委
託
等
］

［
従
来
方
式
］

電
線

管
理

者
等

に
調

整
を

一
括

委
託

道
路

管
理

者
が

中
心

と
な

り
調

整

【
整
備
路
線
の
優
先
順
位
の
考
え
方
】

○
こ

れ
ま

で
に

約
9
,9

0
0
km

の
管

路
整

備
が

完
了

。
今

後
、

無
電

柱
化

推
進

計
画

に
基

づ
き

、
約

6
,2

0
0
km

の
整

備
を

予
定

○
管

路
整

備
を

進
め

る
た

め
優

先
区

間
※

2
や

整
備

目
標

を
明

確
に

し
、

集
中

的
な

投
資

に
よ

り
管

路
整

備
及

び
電

柱
撤

去
を

促
進

○
交

通
安

全
や

良
好

な
景

観
形

成
の

観
点

か
ら

整
備

を
促

進

道
路

管
理

者

道
路

管
理

者

電
力
会
社

通
信
会
社

土
木
会
社

調
整

調 整
設

計
会

社

沿
道

自
治

体
沿

道
需

要
者

イ
ン

フ
ラ

企
業

者

N
T
T

そ
の

他
通

信

施
工

会
社

調 整

委
託

・
発

注

［
防
災
］

能
登

半
島

地
震

に
お

け
る

被
害

状
況

［
交
通
安
全
］

電
線

共
同

溝
整

備
区

間
に

お
い

て
は

、
電

線
類

の
断

線
は

発
生

し
て

い
な

い

【
電
線
共
同
溝
整
備
区
間
】

電
柱

等
の

倒
壊

電
柱

に
よ

る
通

行
阻

害
電

線
類

に
よ

る
景

観
阻

害

［
景
観
形
成
］
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(７
) 

「
道

の
駅

」
第

３
ス

テ
ー

ジ
の

推
進

■
「

道
の

駅
」

が
『

地
方

創
生

・
観

光
を

加
速

す
る

拠
点

』
と

な
り

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
通

じ
て

活
力

あ
る

地
域

デ
ザ

イ
ン

に
も

貢
献

す
る

た
め

、
「

道
の

駅
」

第
３

ス
テ

ー
ジ

※
１
の

取
組

を
総

合
的

に
推

進
し

ま
す

。

・
全

国
に

1
,2

2
1
駅

設
置

（
R

6
年

8
月

）

・
「

防
災

道
の

駅
」

3
9
駅

の
選

定
(R

3
年

6
月

)
や

「
防

災
拠

点
自

動
車

駐
車

場
」

と
し

て
3
6
6
箇

所
指

定
(R

6
年

3
月

時
点

)

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
防
災
機
能
強
化
の
取
組
】６

道
路

空
間

の
安

全
・

安
心

や
賑

わ
い

の
創

出

【
「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
を
応
援
す
る
た
め
の
取
組
】

【
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ナ
の
設
置
促
進
】

○
第

３
ス

テ
ー

ジ
を

強
力

に
推

進
す

る
意

志
を

持
つ

「
道

の
駅

」
に

対
し

、
中

央
官

庁
横

断
体

制
で

の
重

点
的

な
支

援
や

、
専

門
家

等
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

な
ど

、
国

に
よ

る
新

た
な

支
援

の
枠

組
み

を
創

設
「

道
の

駅
」

第
３

ス
テ

ー
ジ

概
念

図

（
仮

称
）

「
道

の
駅

」
第

３
ス

テ
ー

ジ
応

援
パ

ッ
ケ

ー
ジ

・
地

域
防

災
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
「

道
の

駅
」

に
お

け
る

B
C
P
策

定
率

（
R

1
→

R
7
）

:3
％

⇒
 1

0
0
％

○
第

３
ス

テ
ー

ジ
実

現
に

向
け

て
、

「
ま

ち
」

と
「

道
の

駅
」

が
共

通
の

意
志

を
持

っ
て

、
ま

ち
ぐ

る
み

の
戦

略
的

な
取

組
を

推
進

道
の

駅
「

う
き

は
」

の
防

災
用

コ
ン

テ
ナ

型
ト

イ
レ

（
福

岡
県

う
き

は
市

）

○
戦

略
的

な
「

防
災

道
の

駅
」

※
２
の

配
置

と
追

加
選

定
を

進
め

る
と

と
も

に
、

平
時

よ
り

「
防

災
道

の
駅

」
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
推

進

○
防

災
倉

庫
や

非
常

用
電

源
設

備
等

の
整

備
、

ド
ロ

ー
ン

ポ
ー

ト
の

設
置

な
ど

、
防

災
拠

点
機

能
強

化
に

取
り

組
む

「
道

の
駅

」
の

支
援

強
化

○
災

害
時

に
国

が
迅

速
に

「
道

の
駅

」
を

活
用

し
支

援
を

行
う

仕
組

み
の

構
築

○
『

「
道

の
駅

」
に

お
け

る
高

付
加

価
値

コ
ン

テ
ナ

活
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

※
３
』

の
周

知
等

を
通

じ
、

災
害

時
に

も
活

用
可

能
な

高
付

加
価

値
コ

ン
テ

ナ
の

導
入

を
推

進
※

４

「
ま
ち
」
と
「
道
の
駅
」
が
一
体
の
「
ま
ち
ぐ
る
み
」
の
取
組

各
省
連
携
の
支
援

全
国
道
の
駅
連
絡
会
の
支
援

予
算
措
置

制
度
活
用

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣

連
携

支
援

支
援

公
募

関
係
省
庁
や
有
識
者

に
よ
る
選
定

伴
走
型
支
援

の
実
施

ま
ち
ぐ
る
み
で
の

推
進
体
制
の
確
保

※
1
：

参
考

資
料

P
7
6
参

照
※

2
：

都
道

府
県

の
地

域
防

災
計

画
等

で
広

域
的

な
防

災
拠

点
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
「

道
の

駅
」

で
あ

り
、

防
災

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

た
め

の
も

の
と

し
て

国
土

交
通

省
が

選
定

し
た

も
の

※
3
：

令
和

６
年

４
月

策
定

※
4
：

休
憩

や
地

域
振

興
等

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

な
可

動
式

コ
ン

テ
ナ

を
「

道
の

駅
」

に
設

置
し

、
災

害
時

に
は

被
災

地
へ

運
搬

し
て

広
域

的
に

活
用
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■
観
光
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
対
応
強
化
や
、
国
内
交
流
拡
大
に
よ
る
国
内
旅
行

需
要
の
喚
起
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止
・
抑
制
に
向
け
た
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

（
８
）
観
光
需
要
の
増
加
に
対
応
し
た
道
路
利
用
環
境
の
整
備

※
1
：
日
本
投
資
銀
行
・
日
本
交
通
公
社
「
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
(令
和
5
年
1
0
月
)」

※
2
：
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
（
観
光
庁
）

【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
対
応
強
化
に
向
け
た
環
境
整
備
】

○
多
言
語
表
記
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
な
ど
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
い
道
案
内
を
推
進

○
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
等
の
世
界
に
誇
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
環
境
の
創
出
と
国
内
外
へ
の
P
R
等
を
推
進

６
道
路
空
間
の
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
の
創
出

“明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
”（
世
界
遺
産
）
の

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

世
界
遺
産
の
案
内
サ
イ
ン
（
山
口
県
萩
市
）

多
言
語
表
記

［
広
域
的
な
観
光
周
遊
の
支
援
］

・
日
本
は
次
に
観
光
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
で
世
界
１
位
※
1

・
延
べ
国
内
宿
泊
者
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
超
え
て
増
加
（
令
和
元

年
9
月
比
+
1
1
.4
%
(令
和
5
年
1
2
月
)）

※
2

＜
背
景
／
デ
ー
タ
＞

【
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
向
け
た
環
境
整
備
】

○
観
光
地
に
お
け
る
歩
行
空
間
拡
大
に
資
す
る
無
電
柱
化
や
自

転
車
活
用
を
促
進
す
る
自
転
車
通
行
空
間
整
備
を
推
進

○
観
光
渋
滞
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
お
い
て
駐
車
場
予
約
シ

ス
テ
ム
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
、
A
I・
IC
T
の
活
用

等
に
よ
る
面
的
な
渋
滞
対
策
の
社
会
実
験
等
を
実
施

○
休
日
と
平
日
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
等
、
観
光
需
要
の
分

散
・
平
準
化
の
た
め
の
高
速
道
路
料
金
割
引
の
見
直
し

○
休
日
の
観
光
地
等
で
の
混
雑
が
顕
著
な
区
間
を
中
心
に
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
含
め
た
渋
滞
対
策
を
検
討

○
日
本
風
景
街
道
の
道
路
景
観
美
化
等
の
活
動
に
よ
る
魅
力

あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
支
援

○
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
の
た
め
、
自
治
体
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
高
速
道
路
の
周
遊
パ
ス
の
商
品
内
容
を
充
実

【
国
内
交
流
拡
大
に
向
け
た
環
境
整
備
】

[高
速
道
路
の
周
遊
パ
ス
]

「石
見
の
神
楽
在
月
」

（
９
～
１
１
月
）
の

期
間
に
合
わ
せ
た
「石

見
旅
ドラ
イブ
パ
ス
」を

島
根
県
等
と連
携
し

て
企
画
・販
売

出
典
：
しま
ね
観
光
ナ
ビ

石
見
旅
ド
ラ
イ
ブ
パ
ス

W
e
b
で
情
報
収
集

駐
車
場
検
索

A
Iで
把
握
・
分
析

情
報
提
供

駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入

W
E
B
予
約

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム

予
約
専
用
化
し

駐
車
場
情
報
を
登
録

目
的
地
周
辺
や
フ

リ
ン
ジ
の
時
間
貸

駐
車
場

駐
車
場
A

（
民
間
A
）

駐
車
場
B

（
民
間
B
）

駐
車
場
C

（
公
共
）

満
空
情
報
配
信

(現
地
に
配
信
用
シ
ス
テ
ム

や
A
Iカ
メ
ラ
の
導
入
)

満
空
情
報
H
P

閲
覧

利
用
者

運
転
手
不
足
に
対
応
し
た
路
上
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
社
会
実
験
（
東
京
都
港
区
）

A
Iカ
メ
ラ
を
活
用
し
た
混
雑
情
報
提
供
の
社
会
実
験
（
奈
良
県
奈
良
市
）
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（参考資料）

予算関係

施策関係

ネットワーク図

○ 道路関係予算概算要求総括表 ････････････････････････････51
○ 公共事業関係費（政府全体）の推移 ･･････････････････････53
○ 道路関係予算の推移 ････････････････････････････････････54
○ 道路関係直轄予算の推移 ････････････････････････････････55
○ 社会資本整備総合交付金及び防災・安全交付金の要望額・

配分額等の推移 ････････････････････････････････････････56

https://www.mlit.go.jp/road/content/001759331.pdf

https://www.mlit.go.jp/road/content/001759029.pdf
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道　　路　　関　　係　　予　　算

令和７年度（Ａ） 前年度（Ｂ）

1,901,344 1,901,344 1,595,758 1,595,758

1,232,908 1,232,908 1,035,677 1,035,677

554,053 554,053 450,448 450,448

114,383 114,383 109,633 109,633

1,049,723 609,314 880,734 510,573

546,720 301,625 468,475 258,875

482,981 277,995 392,636 226,011

20,022 13,348 19,623 13,082

- 16,346 - 12,605

2,654,400 15,110 2,842,801 11,969

5,605,467 2,525,768 5,319,293 2,118,300

区　　　　　分
事業費 国費 事業費 国費

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

合 計

維 持 修 繕

諸 費 等

補 助 事 業

有 料 道 路 事 業 等

高 規 格 道 路 、 IC 等 ア ク セ ス 道 路 そ の 他

除 雪

補 助 率 差 額

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
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　概　　算　　要　　求　　総　　括　　表

（単位：百万円）

倍率（Ａ）／（Ｂ）

1.19 1.19

1.19 1.19

1.23 1.23

1.04 1.04

1.19 1.19

1.17 1.17

1.23 1.23

1.02 1.02

- 1.30

0.93 1.26

1.05 1.19

備　　　　　考
事業費 国費

１． 直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金（3,501億円）を含む。

２． 有料道路事業等の事業費には、各高速道路株式会社の建設利息を含む。

３． 有料道路事業等の計数には、高速道路自動車駐車場整備事業費補助、高速
道路連結部整備事業費補助、特定連絡道路工事資金貸付金、連続立体交差
事業資金貸付金、電線敷設工事資金貸付金、自動運行補助施設設置工事資
金貸付金を含む。

４． 本表のほか、防災・安全交付金（国費1兆405億円[対前年度比1.20]）、社会資
本整備総合交付金（国費6,089億円[対前年度比1.20]）があり、地方の要望に
応じて道路整備に充てることができる。

５． 本表のほか、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として社会資本整備総
合交付金（国費262億円[対前年度比1.62]）があり、地方の要望に応じて道路
整備に充てることができる。

６． なお、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策（令和２年12月11
日閣議決定）」、「近年の資材価格の高騰の影響等を考慮した公共事業等の実
施に必要な経費」、「高速道路の料金割引に必要な経費」については、事項要
求を行い、予算編成過程において検討する。

７． 本表のほか、行政部費（国費9億円）及びデジタル庁一括計上分（国費15億
円）がある。

（参考）
 前年度（令和５年度）における社会資本整備総合交付金（道路関係）の交付決定
状況（令和６年３月末時点）について

　　［当初予算］
　 ・防災・安全交付金 国費2,924億円
　 ・社会資本整備総合交付金 国費1,459億円

　　［補正予算］
　 ・防災・安全交付金 国費769億円
 　・社会資本整備総合交付金 国費434億円
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轄
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補
助
・
有
料
等
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当
初
予
算
額
ベ
ー
ス
（
H
2
0
～
H
2
5
の
直
轄
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
直
轄
事
業
負
担
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含
む
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交
付
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H
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地
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道
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※
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国土交通省道路局のホームページをご覧下さい！

httpｓ://www.mlit.go.jp/road/

https://www.mlit.go.jp/road/soudan/

○道の相談室

○道路緊急ダイヤル

「道の相談室」では、道路に関する相談を受け付けています。

道路に関する緊急通報（落下物や路面の汚れ・穴ぼこな

どの通報）を「道路緊急ダイヤル」（＃９９１０）で受

け付けています。携帯電話からの通報も無料です！

道路局 検索

（この冊子は、再生紙を使用しています。）


